
2
0

16
A

P
R

IL
N

o
.31

IS
S
N
 2188-0670

［
ム
ン
デ
ィ
］
 平
成
28年

4月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
　
編
集
・
発
行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

 〒
10
2
-8
0
1
2
 東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
5-25　

二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
TE
L 0
3
-5
2
2
6
-9
7
8
1
　
FA
X
 0
3
-5
2
2
6
-6
3
9
6
　
http://w

w
w
.jica.go.jp/

The Magazine of the Japan International Cooperation Agency

4
2016 April

No.31

［ムンディ］

特 集  地域の宝 

おらがまちの世界一



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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おらがまちの世界一
北海道・東北　創業100年 新たな局面へ
関東　迅速診断で効率よい感染防止
北信越　ミャンマーの健康を守る、富山の配置薬システム
東海　“日本の茶処”が積み上げた知恵　紅茶の品質向上に活躍
世界とつながれ　地方の宝
近畿　今こそ海外経験を生かすとき
中国・四国　世界で愛用される精米機を造り続けて
九州・沖縄　梅栗植えて、世界へ飛翔

美しい島国で見た現実　ジャマイカ

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ

はくい

表紙　
○C Getty Images

山や谷を切り開き、石垣を積み
上げて作られた棚田は、山間
部の多い日本における先人た
ちの知恵と苦労の結晶と言え
る。地域の美しい風景や優れ
たノウハウは、世界に向けて発
信していくべき日本の宝だ

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development



東
京
だ
け
じ
ゃ
な
い

地
方
は
優
れ
た
技
術
の
宝
庫

活
躍
の
場
は
世
界
に

感
謝
の
気
持
ち
は
地
元
へ

　
古
く
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
や
、
企

業
が
考
案
し
た
画
期
的
な
技
術
、
さ
ら
に
は
長

年
の
経
験
を
通
じ
て
自
治
体
が
培
っ
た
公
共
サ

ー
ビ
ス
提
供
の
ノ
ウ
ハ
ウ
ま
で
、
日
本
の
地
方

に
は
キ
ラ
リ
と
光
る
さ
ま
ざ
ま
な
英
知
が
存
在

す
る
。
そ
れ
ら
は
、
住
み
慣
れ
た
地
元
民
な
ら

誰
で
も
知
っ
て
い
る
も
の
の
場
合
も
あ
る
し
、

地
域
の
知
ら
れ
ざ
る
「
宝
」
で
あ
る
こ
と
も
少

な
く
な
い
。

　
近
年
、
O
D
A
（
政
府
開
発
援
助
）
事
業
を

通
じ
て
、
こ
う
し
た
地
方
の
宝
を
開
発
途
上
国

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
に
生
か
そ

特 

集

　地
域
の
宝

お
ら
が
ま
ち
の
世
界
一

　「
日
本
で
廃
車
と
さ
れ
る
車
の
部
品
は
、
特

に
途
上
国
か
ら
高
い
需
要
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

従
来
、
そ
の
売
買
は
〝
一
山
い
く
ら
〞
と
い
う

扱
い
で
、
そ
れ
で
は
個
々
の
部
品
の
信
頼
性
が

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
当
社
で
は
、

一
つ
一
つ
の
部
品
を
査
定
し
、
適
正
価
格
を
付

け
て
販
売
す
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
海
外
バ
イ
ヤ
ー
に
安
心
し
て
部
品
を
買

っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、
廃
車
同
然
で
あ

っ
て
も
適
切
な
代
金
を
支
払
っ
て
国
内
の
顧
客

か
ら
車
を
買
い
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
同
社
が
、
２
０
１
０
年
に
世
界
で
初
め
て
定

め
た
自
動
車
中
古
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
を
評
価
す

る
規
格
は
、「
P
A
S
7
7
7
」
と
し
て
英
国
規

 ©Getty Images

こ
の
町
工
場
の
技
術
が
、
実
は
業
界
シ
ェ
ア
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

生
活
に
根
付
く
知
恵
が
、
実
は
あ
の
地
域
発
祥
。

そ
う
し
た
日
本
の
地
方
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
開
発
途
上
国
の
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

地
元
の
活
力
も
生
み
出
す
地
方
の
宝
に
注
目
だ
。

う
と
い
う
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
支
援
先
の
途
上
国
側
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
と
っ
て

も
技
術
の
継
承
や
海
外
展
開
の
き
っ
か
け
と
し

て
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
協
力
を
通
じ
て
、
支
援

元
が
自
分
た
ち
の
製
品
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
世

界
水
準
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
翻
っ
て
は
、

地
元
住
民
が
地
域
の
誇
り
を
再
認
識
す
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
地
方
企
業
の
代
表
と
も
言
え
る
石

川
県
金
沢
市
の
会
宝
産
業
株
式
会
社
は
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
国
内
最
大
手
で
、現
在
、世

界
80
の
国
と
地
域
に
中
古
自
動
車
部
品
の
輸
出
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
同
社
の
近
藤
典
彦
代
表

取
締
役
会
長
は
、
自
身
の
経
験
を
こ
う
語
る
。

格
協
会
か
ら
正
式
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
に
羽
ば
た
く
地
方
企
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
る
近
藤
さ
ん
は
、
日
本
が
経
済
発
展

を
遂
げ
る
過
程
で
、
各
地
あ
る
い
は
各
業
界
が

培
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
経
験
を
途
上

国
に
生
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。「
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
事
業
に
対

す
る
誇
り
と
利
他
の
精
神
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
華
や
か
な
新
車
の
製
造
・
販
売
に
対
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
は
静
脈
産
業
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
事
業
を
通
じ
て
世
界
に
資
源
循
環

型
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
地
球

北海道の特産品と言えば欠かせないのがこの食材。
その収穫機の国内シェア７割を占めるトップメーカー
が帯広市にある。最新の技術を駆使した収穫機は、こ
の食材の生産量世界２位を誇るインドへと渡り、現地
の農家たちとの挑戦が始まっている。

宝北海道・東北の

○○の収穫機

Q.1

宝関東の
Q.2

from 北海道

おととし、日本でも約70年ぶりに国内感染が確認されて話題となった
感染症。千葉県にある企業は、この感染の有無を迅速かつ正確に判定
することができる検査キットを開発した。検査設備が無い途上国の
診療所などでも活用できる製品として、今、注目が集まっている。

○○の迅速検査技術
from 千葉県

８ページへ！

10ページへ！

宝東海の
Q.4

静岡県の名産品と言えば、これを思い　　浮かべる人が多いだろう。
生産量は堂々の日本一だが、実はその　   成分を分析する機械で国内
シェア100%を誇る企業も県内に存在　　 する。この優れた技術は、同
じく世界有数の産地であるスリランカ　　 に伝えられている。

○○の成分分析計
from 静岡県

宝北信越の
Q.3

一家に一箱。富山発祥のこのシステムは、各家庭に１セットを預けて、
そこから使った分の代金を後から受け取り、再び補充するというもの。
富山大学が中心となって、ミャンマーにこのシステムを普及・定着させ
ることを目指している。

300年以上の歴史を持つ○○
from 富山県

宝近畿の
Q.5

温暖な気候に恵まれた和歌山県有田市では、
地域ブランドとしてこの農産物を売り出して
いる。近年、そのおいしさを世界に広めよう
と、地元の企業が海外での販路拡大に取り組
んでいる。中心となっているのは、タイで果樹
栽培を指導した経験を持つ青年海外協力隊
の元隊員だ。

地域ブランドの○○
from 和歌山県

宝中国・四国の
Q.6

広島県のメーカー企業が手掛けているのは、日本の
食卓の主役のおいしさを追求したある農業機械。実は
この企業、アジアや欧米、南米などにも拠点を持ち、日
本のみならず世界でも圧倒的なシェアを誇る。世界に
貢献するその機械とは。

毎日の食卓を支える○○
from 広島県

宝九州・沖縄の
Q.7

それぞれの地域が特産品を開発して、地域振興につなげる。
大分県大山町を発祥とし、日本ではすっかりおなじみとなっ
たこの運動は、青年海外協力隊の活動などを通じて、タイや
マラウイ、キルギスなど海外にも広がりを見せている。

村おこしとして始まった○○
from 大分県

14ページへ！

22ページへ！

20ページへ！

18ページへ！

12ページへ！

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

地域の　　　を掘り起こそう！宝
中小企業が持つ優れた技術や、地域が誇る特産品。実は、それが
海外からの注目の的となったり、開発途上国の課題解決につな
がったりと、さまざまな可能性を秘めている。穴埋めクイズに
挑戦しながら、日本の各地に眠る“宝”を探しに行こう！

環
境
の
保
全
に
貢
献
で
き
る
こ
の
仕
事
に
誇
り

を
感
じ
て
い
ま
す
」。
廃
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
を
目
指
す
同
社
。

J
I
C
A
と
連
携
し
て
、
途
上
国
で
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
上
で
効
果
的
な
手
法
だ
と
い
う
。

　
自
ら
の
強
み
を
世
界
の
課
題
解
決
に
生
か
す

こ
と
に
加
え
、
近
藤
さ
ん
が
強
調
す
る
の
は
、

地
元
へ
の
還
元
だ
。「
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
ご

縁
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
の
必
要
性
を
楽
し
く
学
べ
る
当
社
主
催
の

〝
会
宝
リ
サ
イ
く
る
ま
つ
り
〞
に
は
、
例
年
、

３
０
０
０
人
を
超
え
る
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が

足
を
運
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
同
社
は
地
元
の
耕
作
放
棄
地
を
使

っ
て
、
５
年
前
か
ら
本
格
的
に
農
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
手
法
は
、
廃
油
ボ
イ
ラ
ー

を
活
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
と
い
う
同
社
な
ら
で

は
の
も
の
だ
。「
高
齢
者
の
活
躍
の
場
に
も
な

れ
ば
」
と
語
る
近
藤
さ
ん
。
人
気
商
品
〝
し
あ

わ
せ
の
ト
マ
ト
。〞
の
フ
ァ
ン
も
増
え
続
け
て

い
る
と
い
う
。

　
世
界
に
発
信
さ
れ
た
地
方
の
宝
は
、
や
が
て
、

地
元
の
誇
り
と
な
っ
て
舞
い
戻
り
、
ま
す
ま
す

そ
の
地
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
。
住
み
慣
れ
た

あ
な
た
の
町
に
も
、
知
ら
れ
ざ
る
世
界
一
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
地
方
が
熱
い
。

〈 取材協力 〉
会宝産業株式会社

代表取締役会長　近藤典彦氏

１９４７年石川県出身。高校卒業後、東京
の自動車解体業者に就職。その後、石川
県に戻り、22歳で「有限会社近藤自動車
商会」を設立。92年からは「会宝産業株
式会社」として、国内外で中古エンジンを
はじめとする自動車リサイクル事業を展開
し業績を伸ばす。著書『エコで世界を元気
にする！』（PHP研究所出版）。
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る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

　
同
社
が
、
２
０
１
０
年
に
世
界
で
初
め
て
定

め
た
自
動
車
中
古
エ
ン
ジ
ン
の
性
能
を
評
価
す

る
規
格
は
、「
P
A
S
7
7
7
」
と
し
て
英
国
規

 ©Getty Images

こ
の
町
工
場
の
技
術
が
、
実
は
業
界
シ
ェ
ア
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
。

生
活
に
根
付
く
知
恵
が
、
実
は
あ
の
地
域
発
祥
。

そ
う
し
た
日
本
の
地
方
の
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
、
開
発
途
上
国
の
抱
え
る

課
題
の
解
決
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

地
元
の
活
力
も
生
み
出
す
地
方
の
宝
に
注
目
だ
。

う
と
い
う
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
取
り
組
み
は
、
支
援
先
の
途
上
国
側
に
と
っ

て
有
益
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
と
っ
て

も
技
術
の
継
承
や
海
外
展
開
の
き
っ
か
け
と
し

て
重
要
だ
。
さ
ら
に
、
協
力
を
通
じ
て
、
支
援

元
が
自
分
た
ち
の
製
品
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
が
世

界
水
準
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
、
翻
っ
て
は
、

地
元
住
民
が
地
域
の
誇
り
を
再
認
識
す
る
機
会

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
地
方
企
業
の
代
表
と
も
言
え
る
石

川
県
金
沢
市
の
会
宝
産
業
株
式
会
社
は
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
業
の
国
内
最
大
手
で
、現
在
、世

界
80
の
国
と
地
域
に
中
古
自
動
車
部
品
の
輸
出
・

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
同
社
の
近
藤
典
彦
代
表

取
締
役
会
長
は
、
自
身
の
経
験
を
こ
う
語
る
。

格
協
会
か
ら
正
式
に
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　
世
界
に
羽
ば
た
く
地
方
企
業
の
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
で
あ
る
近
藤
さ
ん
は
、
日
本
が
経
済
発
展

を
遂
げ
る
過
程
で
、
各
地
あ
る
い
は
各
業
界
が

培
っ
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
知
恵
や
経
験
を
途
上

国
に
生
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
。「
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
自
分
た
ち
の
事
業
に
対

す
る
誇
り
と
利
他
の
精
神
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
華
や
か
な
新
車
の
製
造
・
販
売
に
対
し

て
、
リ
サ
イ
ク
ル
業
は
静
脈
産
業
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
は
、
事
業
を
通
じ
て
世
界
に
資
源
循
環

型
社
会
を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
地
球

北海道の特産品と言えば欠かせないのがこの食材。
その収穫機の国内シェア７割を占めるトップメーカー
が帯広市にある。最新の技術を駆使した収穫機は、こ
の食材の生産量世界２位を誇るインドへと渡り、現地
の農家たちとの挑戦が始まっている。

宝北海道・東北の

○○の収穫機

Q.1

宝関東の
Q.2

from 北海道

おととし、日本でも約70年ぶりに国内感染が確認されて話題となった
感染症。千葉県にある企業は、この感染の有無を迅速かつ正確に判定
することができる検査キットを開発した。検査設備が無い途上国の
診療所などでも活用できる製品として、今、注目が集まっている。

○○の迅速検査技術
from 千葉県

８ページへ！

10ページへ！

宝東海の
Q.4

静岡県の名産品と言えば、これを思い　　浮かべる人が多いだろう。
生産量は堂々の日本一だが、実はその　   成分を分析する機械で国内
シェア100%を誇る企業も県内に存在　　 する。この優れた技術は、同
じく世界有数の産地であるスリランカ　　 に伝えられている。

○○の成分分析計
from 静岡県

宝北信越の
Q.3

一家に一箱。富山発祥のこのシステムは、各家庭に１セットを預けて、
そこから使った分の代金を後から受け取り、再び補充するというもの。
富山大学が中心となって、ミャンマーにこのシステムを普及・定着させ
ることを目指している。

300年以上の歴史を持つ○○
from 富山県

宝近畿の
Q.5

温暖な気候に恵まれた和歌山県有田市では、
地域ブランドとしてこの農産物を売り出して
いる。近年、そのおいしさを世界に広めよう
と、地元の企業が海外での販路拡大に取り組
んでいる。中心となっているのは、タイで果樹
栽培を指導した経験を持つ青年海外協力隊
の元隊員だ。

地域ブランドの○○
from 和歌山県

宝中国・四国の
Q.6

広島県のメーカー企業が手掛けているのは、日本の
食卓の主役のおいしさを追求したある農業機械。実は
この企業、アジアや欧米、南米などにも拠点を持ち、日
本のみならず世界でも圧倒的なシェアを誇る。世界に
貢献するその機械とは。

毎日の食卓を支える○○
from 広島県

宝九州・沖縄の
Q.7

それぞれの地域が特産品を開発して、地域振興につなげる。
大分県大山町を発祥とし、日本ではすっかりおなじみとなっ
たこの運動は、青年海外協力隊の活動などを通じて、タイや
マラウイ、キルギスなど海外にも広がりを見せている。

村おこしとして始まった○○
from 大分県

14ページへ！

22ページへ！

20ページへ！

18ページへ！

12ページへ！

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

地域の　　　を掘り起こそう！宝
中小企業が持つ優れた技術や、地域が誇る特産品。実は、それが
海外からの注目の的となったり、開発途上国の課題解決につな
がったりと、さまざまな可能性を秘めている。穴埋めクイズに
挑戦しながら、日本の各地に眠る“宝”を探しに行こう！

環
境
の
保
全
に
貢
献
で
き
る
こ
の
仕
事
に
誇
り

を
感
じ
て
い
ま
す
」。
廃
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
を
世
界
に
広
め
る
こ
と
を
目
指
す
同
社
。

J
I
C
A
と
連
携
し
て
、
途
上
国
で
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
は
、
そ
う
し
た
取
り
組
み
を
進
め

る
上
で
効
果
的
な
手
法
だ
と
い
う
。

　
自
ら
の
強
み
を
世
界
の
課
題
解
決
に
生
か
す

こ
と
に
加
え
、
近
藤
さ
ん
が
強
調
す
る
の
は
、

地
元
へ
の
還
元
だ
。「
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
ご

縁
を
大
切
に
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
の
必
要
性
を
楽
し
く
学
べ
る
当
社
主
催
の

〝
会
宝
リ
サ
イ
く
る
ま
つ
り
〞
に
は
、
例
年
、

３
０
０
０
人
を
超
え
る
地
元
住
民
の
皆
さ
ん
が

足
を
運
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
」。

　
さ
ら
に
、
同
社
は
地
元
の
耕
作
放
棄
地
を
使

っ
て
、
５
年
前
か
ら
本
格
的
に
農
業
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
手
法
は
、
廃
油
ボ
イ
ラ
ー

を
活
用
し
た
ハ
ウ
ス
栽
培
と
い
う
同
社
な
ら
で

は
の
も
の
だ
。「
高
齢
者
の
活
躍
の
場
に
も
な

れ
ば
」
と
語
る
近
藤
さ
ん
。
人
気
商
品
〝
し
あ

わ
せ
の
ト
マ
ト
。〞
の
フ
ァ
ン
も
増
え
続
け
て

い
る
と
い
う
。

　
世
界
に
発
信
さ
れ
た
地
方
の
宝
は
、
や
が
て
、

地
元
の
誇
り
と
な
っ
て
舞
い
戻
り
、
ま
す
ま
す

そ
の
地
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
。
住
み
慣
れ
た

あ
な
た
の
町
に
も
、
知
ら
れ
ざ
る
世
界
一
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
今
、
地
方
が
熱
い
。

〈 取材協力 〉
会宝産業株式会社

代表取締役会長　近藤典彦氏

１９４７年石川県出身。高校卒業後、東京
の自動車解体業者に就職。その後、石川
県に戻り、22歳で「有限会社近藤自動車
商会」を設立。92年からは「会宝産業株
式会社」として、国内外で中古エンジンを
はじめとする自動車リサイクル事業を展開
し業績を伸ばす。著書『エコで世界を元気
にする！』（PHP研究所出版）。
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そ
の
こ
ろ
か
ら
イ
ン
ド
進
出
を
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
量
で
世
界
２
位

を
誇
る
イ
ン
ド
に
、
自
社
製
品
の
活
躍

の
場
が
広
が
る
チ
ャ
ン
ス
を
感
じ
た
と

い
う
大
橋
さ
ん
。
善
は
急
げ
。
ま
ず
は
、

現
地
の
農
家
や
品
種
改
良
を
行
う
研
究

所
を
訪
れ
、生
産
の
現
状
を
調
査
し
た
。

だ
が
そ
こ
で
、
日
本
と
の
大
き
な
違
い

を
目
の
当
た
り
に
し
た
。「
イ
ン
ド
に

は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
地
面
か
ら
掘
り
起

こ
す
機
械
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
か
ら

先
は
手
作
業
な
ん
で
す
。
何
十
人
も
の

人
が
畑
に
入
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
一
つ
一

つ
拾
っ
て
袋
に
入
れ
て
い
く
の
で
、
時

間
は
か
か
る
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
も
傷

が
付
き
ま
す
。
し
か
も
、
機
械
の
整
備

不
良
に
伴
う
掘
り
残
し
も
多
く
、
改
善

す
べ
き
点
が
多
々
あ
り
ま
し
た
」。

　
調
査
を
進
め
る
中
で
、
特
に
パ
ン
ジ

ャ
ブ
州
で
は
労
働
者
の
賃
金
上
昇
と
労

働
力
不
足
が
深
刻
で
、
機
械
化
に
対
す

る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。「
現
地
で
は
、
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
や
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
原
料
と
し
て
扱
う
食
品
会
社
が

成
長
し
て
い
て
、
市
場
が
活
性
化
し
て

い
く
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
北
海
道

で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
業
の
発

展
と
共
に
歩
ん
で
き
た
当

社
と
し
て
は
、
そ
れ
が
イ

ン
ド
で
も
、
現
地
の
実
情

に
応
じ
た
解
決
策
を
提
供

で
き
る
と
確
信
し
ま
し

た
」
と
大
橋
さ
ん
。
す
ぐ

に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
事
業

に
応
募
し
、２
０
１
４
年
、

同
社
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫

機
を
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
で
普

及
さ
せ
る
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　
同
社
が
手
掛
け
る
収
穫

機
は
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
掘

り
起
こ
し
た
後
、
機
械
に

備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
コ

ン
ベ
ヤ
ー
で
土
砂
や
根
葉
を
分
離
し
、

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
大
き
さ
に
よ
っ
て
３
段

階
に
自
動
的
に
仕
分
け
る
仕
組
み
と
な

っ
て
い
る
。
収
穫
し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は

機
内
の
タ
ン
ク
に
収
納
し
て
運
搬
で
き

る
た
め
、
作
業
効
率
と
品
質
の
向
上
が

期
待
で
き
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
小
規

模
な
農
地
で
も
対
応
で
き
る
タ
イ
プ
の

収
穫
機
を
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
の
研
究
所
に

持
ち
込
み
、
性
能
試
験
や
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
長
年
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
研
修
事
業
に
協
力
し
て
き
た
大

橋
さ
ん
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
収
穫
機

の
特
徴
を
説
明
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な

機
械
は
見
た
こ
と
が
な
い
し
、
価
格
も

高
い
と
驚
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
人

の
手
で
行
っ
て
い
た
の
で
、
ま
ず
機
械

を
使
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
も
ら
う
の

に
苦
労
し
ま
し
た
」
と
大
橋
さ
ん
。
例

え
ば
、
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
で
は
掘
り
起
こ

し
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、
収
穫
前
に
風
に

当
て
て
乾
燥
さ
せ
る
手
順
を
踏
ん
で
い

た
。
現
地
で
は
品
質
を
良
く
す
る
た
め

と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
日
本
で
は
行

わ
れ
て
い
な
い
工
程
だ
。「
説
明
だ
け

で
は
な
か
な
か
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

の
で
、実
際
に
収
穫
機
を
使
っ
て
み
て
、

こ
う
し
た
現
地
の
慣
行
と
比
較
し
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
始
め
て
い
ま
す
」。

　
大
橋
さ
ん
は
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

機
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
展
開
も
視

野
に
入
れ
、
す
で
に
現
地
の
メ
ー
カ
ー

企
業
と
の
交
渉
を
進
め
て
い
る
。「
こ

日
本
市
場
の

将
来
を
見
据
え

動
き
始
め
た
企
業

れ
か
ら
先
、
日
本
市
場
は
縮
小
し
て
い

く
で
し
ょ
う
か
ら
、
会
社
が
生
き
残
る

た
め
に
は
海
外
に
も
目
を
向
け
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
で
は
、
作

業
機
械
の
研
究
開
発
は
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い
の
で
、
こ
の
分
野
で
当
社
が
貢

献
で
き
る
方
法
は
必
ず
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
」。

　
今
年
２
月
に
行
わ
れ
た
製
品
試
験
の

結
果
、
能
率
、
精
度
、
損
傷
割
合
の
い

ず
れ
の
面
に
お
い
て
も
、
現
地
で
高
評

価
を
受
け
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０

１
８
年
ま
で
続
き
、
今
年
秋
に
は
、
植

え
付
け
作
業
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
る
予
定
だ
。大
橋
さ
ん
は
、

「
恐
れ
ず
に
行
動
す
る
こ
と
、
そ
し
て

行
動
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
巡
り
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、
こ
こ
ま
で

来
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
北
海
道
の

地
域
性
を
生
か
し
た
こ
の
技
術
は
、
き

っ
と
世
界
に
も
通
用
す
る
と
信
じ
て
い

ま
す
」
と
語
る
。
創
業
１
０
０
年
を
超

え
た
企
業
は
、
今
、
さ
ら
な
る
高
み
を

目
指
し
て
走
り
続
け
て
い
る
。

ジャガイモの
収穫機

インドでは掘り起こしたジャガイモは人の手で拾い、麻袋に入れて運んでいる

東洋農機の太田耕二社長（左）も
現地を訪れた。写真はパンジャブ
州のジャガイモ農家たちと

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

日本一のジャガイモ産地と言えば、北海道。
一方、世界全体を見てみると、生産量トップは中国、２位にインドが続く。

だが、まだまだ農業技術が未熟な地域が多いのが現状だ。
そこで立ち上がったのが、数々の収穫機を  
生み出してきた北海道のメーカー企業だ。

創業100年 新たな局面へ

北
海
道
・

東
北
の宝

　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
最
大
の
食
料
供
給
基
地
で
あ
る

北
海
道
に
は
、
多
く
の
地
元
企
業
が
農

業
の
発
展
を
支
え
て
き
た
歴
史
が
あ

る
。
長
年
の
事
業
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
す
べ
く
、
今
、
あ
る
企
業

が
海
外
展
開
に
向
け
た
新
た
な
挑
戦
に

乗
り
出
し
て
い
る
。
帯
広
市
に
本
社
を

構
え
る
東
洋
農
機
株
式
会
社
だ
。

　
明
治
42
年
に
創
業
し
た
同
社
は
、
畑

作
用
の
作
業
機
械
の
製
造
・
販
売
を
行

っ
て
い
る
。
看
板
商
品
は
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
収
穫
機
だ
。
最
新
の
技
術
を
駆
使

し
、
農
地
の
規
模
や
土
壌
の
性
質
に
合

わ
せ
た
多
様
な
タ
イ
プ
の
収
穫
機
を
開

発
。
北
海
道
の
み
な
ら
ず
、
本
州
や
九

イ
ン
ド
か
ら
も
熱
視
線

北
海
道
の
味
覚
を
支
え
る
技
術

州
に
も
販
売
の
実
績
を
持
ち
、
国
内
シ

ェ
ア
は
７
割
を
誇
る
。
そ
ん
な
同
社
に

は
、
近
年
、
海
外
か
ら
も
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
常
務
取
締
役
の

大
橋
敏
伸
さ
ん
は
、「
数
年
前
、
あ
る

イ
ン
ド
の
会
社
か
ら
収
穫
機
を
輸
入
で

き
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。
結
局
、
そ
の
会
社
と
は
契
約

ま
で
は
結
び
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今年２月にパンジャブ州で行われた
ジャガイモ収穫機のデモンストレー
ション。試験場のスタッフは短時間
で運転を習得した

機上の選別コンベヤー。
少ない人員でジャガイモ
を容易に選別できる

トラクターでけん引するタイプの収穫機も現地
に持ち込まれ、比較的大規模な農家から高い
評価を受けた
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子
ど
も
に
多
い
デ
ン
グ
熱

看
病
は
母
が
背
負
う
国
も

　
　
　
　
　
　
　

　
首
都
圏
の
公
園
が
次
々
と
閉
鎖
さ
れ

た
、２
０
１
４
年
の
デ
ン
グ
熱
流
行
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
記
憶
に
新
し
い
だ

ろ
う
。
デ
ン
グ
熱
は
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
。
開

発
途
上
国
に
集
中
し
、
採
算
が
取
り
づ

ら
い
な
ど
の
理
由
で
医
薬
品
の
開
発
が

進
ま
な
い「
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病（
Ｎ

Ｔ
Ｄ
ｓ
）」
の
一
つ
だ
。
世
界
保
健
機

関
に
よ
る
と
、
世
界
で
の
感
染
者
数
は

年
間
１
億
人
近
く
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
る
。

　「
デ
ン
グ
熱
を
引
き
起
こ
す
デ
ン
グ

ウ
イ
ル
ス
の
血
清
型
に
は
４
種
類
あ
り

ま
す
が
、
一
度
で
も
か
か
っ
た
型
に
は

免
疫
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
多
く

の
大
人
は
免
疫
を
持
っ
て
い
て
か
か
り

づ
ら
く
、
患
者
は
主
に
子
ど
も
で
す
」。

千
葉
県
の
株
式
会
社
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ

ル
研
究
所
の
宮
崎
功
代
表
取
締
役
は
、

そ
う
説
明
す
る
。

　
ま
れ
に
重
篤
な
デ
ン
グ
出
血
熱
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
な
症
状

は
高
熱
と
痛
み
だ
け
で
命
に
関
わ
る
こ

と
は
少
な
い
の
が
、
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
特
徴
だ
。
と
は
い
え
、
英
語

で
は
俗
に
「
骨
砕
き
熱
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
強
い
痛
み
が
あ
り
、
そ
の
激
し
さ

は
時
に
患
者
が
の
た
打
ち
回
る
ほ
ど
だ

と
い
う
。

　
宮
崎
さ
ん
は
、「
高
熱
と
痛
み
に
苦

し
ん
で
い
る
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
の

は
、
多
く
の
国
で
母
親
の
役
割
で
す
。

し
か
し
、
途
上
国
で
は
女
性
が
日
銭
を

稼
い
で
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
母
親
が
子

ど
も
の
看
病
に
時
間
を
取
ら
れ
る
た

め
、
社
会
全
体
で
の
経
済
活
動
が
停
滞

す
る
こ
と
に
加
え
、
生
活
費
が
枯
渇
し

て
貧
困
に
苦
し
む
家
庭
も
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
途
上
国
に
と
っ

て
、
デ
ン
グ
熱
の
感
染
拡
大
防
止
は
、

衛
生
面
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
に
も
差

し
迫
っ
た
課
題
な
の
だ
。

　
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る

に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ

蚊
を
駆
除
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
１
９
５
０
年
代
に

デ
ン
グ
出
血
熱
に
よ
る
死

者
が
出
た
国
の
一
つ
、
タ

イ
で
は
、
デ
ン
グ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
撲
滅
し
た
い

と
い
う
意
識
が
当
局
で
も

強
く
、
発
生
が
確
認
さ
れ

次
第
、
す
ぐ
に
駆
除
チ
ー

ム
を
派
遣
す
る
シ
ス
テ
ム

が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

　
問
題
は
、デ
ン
グ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
検
査
の
精
度

が
低
く
、
確
定
に
数
日

が
必
要
な
こ
と
だ
。

　
確
定
診
断
を
待
っ
て
い
て
は
感
染
が

拡
大
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
現
在

で
は
デ
ン
グ
熱
の
疑
い
が
出
た
時
点
で

駆
除
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
短
時
間
で
確
実
に
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
有
無
が
診
断
で
き
れ
ば
、
駆
除

チ
ー
ム
の
派
遣
が
よ
り
効
率
的
に
な

る
。
宮
崎
さ
ん
は
、
そ
の
た
め
に
自
社

で
開
発
し
た
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
の
簡
易

検
査
キ
ッ
ト
を
役
立
て
た
い
と
考
え

た
。現
在
は
タ
イ
の
保
健
省
と
協
力
し
、

簡
易
検
査
キ
ッ
ト
「
ラ
ピ
デ
ン
グ
・
エ

ー
ジ
ー
」
を
使
用
し
た
全
国
レ
ベ
ル
の

検
査
・
駆
除
体
制
確
立
を
目
指
し
て
い

る
。

　
一
方
、
同
じ
く
タ
イ
の
マ
ヒ
ド
ン
大

学
熱
帯
医
学
部
と
は
、
検
査
キ
ッ
ト
の

精
度
向
上
な
ど
の
共
同
研
究
を
行
い
、

検
査
技
術
を
供
与
し
て
い
る
。「
こ
の

と
こ
ろ
、
日
本
で
も
毎
年
２
０
０
例
以

上
の
デ
ン
グ
熱
患
者
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
デ
ン
グ
熱
だ
と
確
定
診

断
さ
れ
た
患
者
の
数
で
す
か
ら
、
実
際

に
は
10
倍
以
上
の
人
が
感
染
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
患
者

数
は
少
な
く
、
研
究
を
す
る
の
は
難
し

い
の
で
す
」。
タ
イ
で
の
感
染
者
は
通

常
、
年
間
５
〜
６
万
人
だ
が
、
３
〜
４

年
に
１
回
は
10
万
人
以
上
の
感
染
者
が

出
る
流
行
期
が
あ
る
。
デ
ン
グ
熱
と
の

戦
い
の
最
前
線
と
も
言
え
る
タ
イ
で
研

究
を
進
め
る
こ
と
が
、
検
査
キ
ッ
ト
の

改
善
に
は
不
可
欠
だ
。

　
宮
崎
さ
ん
が
日
本
で
研
究
を
行
っ
て

蚊
の
駆
除
が
感
染
防
止
の
鍵

よ
り
確
実
な
駆
除
活
動
へ

い
る
の
は
、
千
葉
大
学
医

学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

あ
る
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
の
千
葉
大
亥
鼻
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
。
多

く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

入
居
す
る
、
産
学
連
携
の

拠
点
だ
。
１
都
３
県
に
２

０
０
校
超
の
大
学
が
集
ま

る
学
問
の
府
の
強
み
が
、
こ

こ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
崎
さ
ん
に
は
夢
が
あ

る
。
デ
ン
グ
熱
や
そ
の
他

の
熱
帯
病
を
含
む
、
主
要

な
感
染
症
の
一
括
検
査
キ

ッ
ト
の
作
成
だ
。「
今
の

検
査
キ
ッ
ト
で
は
、
医
者

が
こ
の
病
気
を
検
査
す
る
と
決
め
た
も

の
し
か
検
査
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
基

本
的
な
病
気
に
つ
い
て
一
括
で
検
査
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
早
く
診
断
で
き

ま
す
し
、
万
が
一
の
見
落
と
し
も
減
り

ま
す
」
と
宮
崎
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
デ
ン
グ
熱
ワ
ク
チ
ン
は
昨
年
、
よ
う

や
く
世
界
初
の
市
販
に
こ
ぎ
つ
け
、
治

療
薬
も
で
き
つ
つ
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

デ
ン
グ
熱
と
同
じ
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
科

の
ジ
カ
熱
な
ど
、
対
策
の
立
ち
遅
れ
て

い
る
熱
帯
病
は
ま
だ
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
感
染
症
に
関
す
る
日
本
と
開
発

途
上
国
の
知
見
の
共
有
は
、
開
発
途
上

国
に
お
け
る
対
策
に
役
立
つ
だ
け
で
な

く
、
国
境
を
越
え
て
日
本
に
侵
入
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
へ
の
備
え
に
も
つ

な
が
る
。

マヒドン大学のスタッフと宮崎さん（前列左から２人目）。熱帯病の対策に、流
行国の協力は欠かせない

タイの小児科病棟で

バイオメディカル研究所が
製作した、デング熱の迅速
検査キット

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

2014年夏、日本でも話題になったデング熱。
東南アジアや南米、アフリカなど、一年中蚊がいる地域では、
常に感染の危険がある。日本の最先端医療技術が、
蚊の効率的な駆除の下支えを目指す。

迅速診断で
効率よい感染防止

人の移動が増える中、熱
帯病は日本にとっても他人
ごとではなくなりつつある

関
東
の宝

デングウイルスの
迅速検査技術

い
の
は
な
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　「
富
山
の
く
す
り
」
に
は
、
こ
ん
な
逸

話
が
残
っ
て
い
る
。
１
６
９
０
年
、
三

春
藩
（
現
・
福
島
県
）
の
藩
主
は
、
江

戸
城
で
腹
痛
に
苦
し
ん
で
い
た
。
居
合

わ
せ
た
富
山
藩
の
藩
主
が
、
印
籠
か
ら

妙
薬
を
取
り
出
し
飲
ま
せ
た
と
こ
ろ
、

う
そ
の
よ
う
に
腹
痛
が
治
ま
っ
た
で
は

な
い
か
。
そ
れ
を
見
た
諸
国
の
大
名
た

ち
は
、
そ
の
薬
を
自
国
で
も
販
売
し
て

ほ
し
い
と
こ
ぞ
っ
て
申
し
出
た
と
い

う
。

一
つ
の
妙
薬
が
生
ん
だ
富
山
の
英
知

ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
え
る

員
で
あ
る
売
薬
さ
ん
が
、
各
家
庭
や
企

業
を
回
っ
て
薬
を
補
充
し
な
が
ら
、
使

っ
た
分
だ
け
後
か
ら
代
金
を
回
収
す
る

〝
先
用
後
利
〞
の
仕
組
み
が
特
徴
だ
。

こ
の
お
か
げ
で
、
私
た
ち
は
急
な
体
調

不
良
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
手
元
の
薬
箱

に
あ
る
薬
を
す
ぐ
に
服
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
富
山
の
英
知
を
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
人
々
の
健
康
維
持
に
生
か
す

取
り
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

　
富
山
大
学
和
漢
研
究
所
は
、
２
０
１

４
年
か
ら
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
協
力
し
、
県
や
地
元
製
薬
会
社
と
の

連
携
の
下
、
研
修
員
の
受
け
入
れ
な
ど

を
通
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
伝
統
医
薬

品
の
品
質
改
善
と
、
配
置
薬
シ
ス
テ
ム

の
普
及
を
支
援
し
て
き
た
。
こ
れ
に
先

立
つ
09
年
か
ら
、
公
益
財
団
法
人
日
本

財
団
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
と
共
に
、

同
国
全
土
の
約
３
万
の
村
落
を
対
象

に
、
伝
統
医
薬
品
を
活
用
し
た
配
置
薬

シ
ス
テ
ム
の
普
及
事
業
を
展
開
し
て
お

り
、
J
I
C
A
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
こ

れ
と
連
携
す
る
か
た
ち
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
、
薬

用
植
物
な
ど
を
使
っ
た
伝

統
医
薬
品
を
保
健
省
伝
統

医
療
局
が
管
轄
す
る
国
営

工
場
で
作
っ
て
い
る
。
だ

が
、
同
国
で
は
偽
薬
や
粗

悪
品
の
流
通
が
問
題
と
な

っ
て
い
た
。「
昨
年
12
月
に

国
営
工
場
を
視
察
し
ま
し

た
が
、
設
備
は
古
く
、
衛

生
管
理
も
旧
態
依
然
と
し

て
い
ま
し
た
。
伝
統
医
療

局
は
、
当
初
、
私
た
ち
の
視

察
に
消
極
的
で
し
た
が
、

有
り
の
ま
ま
を
見
せ
て
も

ら
え
た
こ
と
で
課
題
が
明

確
に
な
り
ま
し
た
」。
そ

う
話
す
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
総
括
を
務
め
る
富
山

大
学
和
漢
研
究
所
の
紺
野

勝
弘
教
授
だ
。

　
和
漢
研
究
所
で
は
、
12
年
に
も
伝
統

医
療
局
か
ら
研
修
員
を
受
け
入
れ
、
伝

統
医
薬
品
の
品
質
規
格
書
と
し
て
、
20

種
類
の
薬
用
植
物
の
品
質
基
準
を
定
め

た
ミ
ャ
ン
マ
ー
生
薬
局
方
の
作
成
に
取

り
組
み
、
良
質
な
薬
づ
く
り
を
支
援
し

て
い
る
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
伝
統

医
療
局
の
品
質
検
査
員
２
人
が
、
大
学

だ
け
で
な
く
、
県
や
県
内
の
製
薬
会
社

の
協
力
も
受
け
な
が
ら
、
３
カ
月
間
、

化
学
分
析
な
ど
に
よ
る
薬
の
試
験
方
法

に
つ
い
て
実
践
的
な
研
修
を
行
っ
た
。

ま
た
、
昨
年
６
月
に
は
伝
統
医
療
局
の

局
長
や
伝
統
医
療
大
学
の
関
係
者
な
ど

を
含
む
８
人
が
富
山
県
を
訪
問
。
彼
ら

は
、
県
の
薬
事
研
究
所
な
ど
を
訪
れ
た

ほ
か
、
製
薬
会
社
の
工
場
を
見
学
し
、

徹
底
し
た
品
質
管
理
の
重
要
性
を
学
ん

だ
。
さ
ら
に
、
実
際
に
売
薬
さ
ん
に
同

行
し
て
家
庭
訪
問
を
体
験
す
る
な
ど
、

配
置
薬
シ
ス
テ
ム
の
運
営
方
法
を
身
を

も
っ
て
学
ぶ
機
会
と
な
っ
た
。

　
富
山
県
厚
生
部
く
す
り
政
策
課
の

藤
岡
俊
太
郎
さ
ん
は
、「
途
上
国
支
援

を
は
じ
め
と
す
る
薬
の
国
際
展
開
は
、

地
元
の
基
幹
産
業
を
活
性
化
す
る
上
で

も
重
要
で
す
」
と
話
す
。
昨
年
６
月
に

は
、
研
修
員
が
訪
問
す
る
時
期
に
合
わ

せ
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医
薬
品
業
界
を

取
り
巻
く
環
境
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、
県
内
の
製

　
富
山
県
庁
の
「
く
す
り
政
策
課
」
や
、

富
山
大
学
に
あ
る
、
日
本
で
唯
一
の
伝

統
医
薬
学
の
研
究
機
関
「
和
漢
医
薬
学

総
合
研
究
所
（
和
漢
研
究
所
）」
は
、

こ
の
地
で
栄
え
る
製
薬
産
業
の
重
要
性

を
物
語
っ
て
い
る
。

　
富
山
発
祥
の
配
置
薬
は
、
薬
の
販
売

良
質
の
伝
統
医
薬
品
づ
く
り
を

産
官
学
で
全
面
サ
ポ
ー
ト

世
界
に
羽
ば
た
く〝
薬
都
と
や
ま
〞

地
元
の
産
業
振
興
を
願
っ
て

薬
会
社
な
ど
か
ら
70
人
以
上
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
代
わ
る
薬
産
業

の
進
出
先
と
し
て
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
へ
の

関
心
が
高
ま
る
一
方
、
現
地
に
は
課
題

も
あ
る
。
国
営
工
場
で
作
ら
れ
る
伝
統

医
薬
品
を
収
め
た
薬
箱
は
、
一
箱
10
ド

ル
。
家
庭
で
気
軽
に
買
え
る
値
段
で
は

な
く
、
現
在
は
、
日
本
財
団
の
支
援
の

下
、
伝
統
医
療
局
か
ら
村
ご
と
に
一
箱

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。「
富
山
の
配
置

薬
の
特
長
は
、〝
先
用
後
利
〞
の
仕
組

み
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
の
継
続
性

で
す
。
将
来
的
に
は
、
民
間
企
業
の
活

躍
も
期
待
し
て
い
ま
す
」と
紺
野
さ
ん
。

　
富
山
県
は
、
こ
の
他
に
も
、
昨
年
11

月
に
J
I
C
A
東
京
が
厚
生
労
働
省
や

公
益
社
団
法
人
国
際
厚
生
事
業
団
と
連

携
し
て
行
っ
た
、
医
薬
品
の
適
正
な
供

給
管
理
を
目
指
す
研
修
で
、
ブ
ラ
ジ
ル

や
イ
ラ
ク
な
ど
９
カ
国
の
薬
剤
師
と
薬

事
行
政
官
を
受
け
入
れ
た
。
同
研
修
へ

の
協
力
は
30
回
を
数
え
る
。

　
行
政
、
大
学
、
企
業
が
そ
れ
ぞ
れ
の

医
薬
品
分
野
の
知
見
を
生
か
し
な
が

ら
、
産
官
学
の
〝
オ
ー
ル
富
山
〞
で
世

界
に
貢
献
す
る
富
山
県
。紺
野
さ
ん
は
、

「
地
元
の
経
験
を
生
か
し
、世
界
の
人
々

の
健
康
を
守
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば

と
思
い
ま
す
」
と
、
配
置
薬
シ
ス
テ
ム

の
普
及
と
定
着
に
意
欲
を
見
せ
る
。
地

域
の
英
知
・
配
置
薬
シ
ス
テ
ム
を
通
じ

て
築
か
れ
る
富
山
県
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

つ
な
が
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
を
一
層

明
る
く
照
ら
す
宝
と
な
る
だ
ろ
う
。

富山県を訪れたミャンマー伝統
医療局の局長（右から4人目）
と職員ら。家庭に届ける薬の内
容を売薬さん（同3人目）と一緒
に確認した

配置薬

ミャンマーの伝統医薬品について説明を受けるプロジェクトチーム

糖尿病に効く薬草として、数種類の植物が
ミャンマー伝統医療大学に展示されていた

富山県厚生部くすり政策課の藤岡
俊太郎さん（左から２人目）らとミャン
マーを視察した紺野さん（左から４人
目）。伝統医療局の職員らと共に

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

北
信
越
の宝

一
家
に
一
箱
の
置
き
薬
。

い
ざ
と
い
う
時
の
常
備
薬
は
心
強
い
も
の
だ
。

江
戸
時
代
に
富
山
藩
で
発
祥
し
た
配
置
薬
は
、

日
本
各
地
の
人
々
の
健
康
を
守
っ
て
き
た
。

国
内
有
数
の
医
薬
品
製
造
拠
点
と
な
っ
た
富
山
県
は
、

行
政
・
大
学
・
企
業
の
〝
オ
ー
ル
富
山
〞
で
、

そ
の
知
恵
を
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
伝
え
て
い
る
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
健
康
を
守
る
、

富
山
の
配
置
薬
シ
ス
テ
ム

富山県の製薬企業の
工場を見学する伝統医
療局の職員ら
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か
つ
て
、
日
本
で
も
紅
茶
が
盛
ん
に

作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
人
は
、
ど

れ
ほ
ど
い
る
だ
ろ
う
か
。

　「
緑
茶
は
も
ち
ろ
ん
紅
茶
の
生
産
も
、

開
国
以
来
、
輸
出
を
視
野
に
奨
励
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
７
１
年

に
紅
茶
の
輸
入
が
自
由
化
さ
れ
る
と
、

海
外
か
ら
良
質
な
紅
茶
が
入
っ
て
き
た

た
め
、
国
内
の
紅
茶
生
産
は
減
っ
て
い

っ
た
の
で
す
」
と
静
岡
県
農
林
技
術
研

究
所
・
茶
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
後
藤
正

さ
ん
は
話
す
。「
静
岡
で
も
、
た
く
さ

ん
紅
茶
を
作
っ
て
い
ま
し
た
。〝
べ
に

ふ
う
き
〞
や
〝
か
ら
べ
に
〞
な
ど
、〝
紅
〞

見
直
さ
れ
る
紅
茶
作
り

新
た
な
魅
力
で
付
加
価
値
を

が
付
く
茶
の
木
の
品
種
は
、
も
と
も
と

紅
茶
用
な
ん
で
す
」

　
近
年
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お
茶

の
普
及
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
基
づ
く
高
級
茶
の
需
要
減
少
が
、

茶
農
家
の
悩
み
の
種
に
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
静
岡
県
の
茶
業
研
究
セ
ン
タ

ー
が
推
進
し
て
い
る
の
が
、
付
加
価
値

の
高
い
紅
茶
や
半
発
酵
茶
（
ウ
ー
ロ
ン

茶
な
ど
）
の
生
産
だ
。
セ
ン
タ
ー
内
に

紅
茶
、
半
発
酵
茶
、
釜
い
り
茶
な
ど
、

煎
茶
以
外
の
製
造
に
必
要
な
機
械
を
整

備
し
、
新
商
品
の
開
発
を
支
援
し
て
い

る
。
日
本
全
国
で
紅
茶
の
生
産
が
増
え

つ
つ
あ
る
中
、
静
岡
の
紅
茶
生
産
量
は

全
国
ト
ッ
プ
の
水
準
だ
。

　
そ
れ
と
並
行
し
て
、
紅
茶
の
生
産
国

と
の
交
流
を
通
し
て
よ
り
よ
い
茶
作
り

を
目
指
し
て
い
る
の
が
カ
ワ
サ
キ
機
工

株
式
会
社
だ
。
１
９
０
５
年
創

業
の
同
社
は
、
茶
摘
み
に
使
う

乗
用
型
摘
採
機
や
加
工
機
な
ど

を
手
掛
け
る
、
茶
処
・
静
岡
な

ら
で
は
の
企
業
。「
日
本
で
飲

む
お
茶
の
３
杯
に
２
杯
は
当
社

の
機
械
で
加
工
さ
れ
た
も
の
で

す
」
と
枝
村
康
生
社
長
が
言
う

と
お
り
、
同
社
の
製
茶
機
械
の

国
内
シ
ェ
ア
は
６
割
に
上
る
。

　「
ア
ミ
ノ
酸
が
多
く
、
食
物

繊
維
が
少
な
い
の
が
お
い
し
い

緑
茶
だ
と
い
う
こ
と
が
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
で
分
か
っ
て
い
ま

す
。成
分
を
分
析
す
る
こ
と
で
、

お
茶
の
品
質
を
客
観
的
に
評
価

で
き
る
の
で
す
」
と
カ
ワ
サ
キ
機
工
の

志
村
裕
也
さ
ん
は
話
す
。

　
緑
茶
と
同
様
に
、「
高
品
質
の
紅
茶
」

を
成
分
で
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
紅
茶
産
業
の
後
押
し
に
な
る
。
そ

こ
で
同
社
は
、
98
年
か
ら
日
本
国
内
で

稼
働
し
て
い
る
茶
成
分
分
析
計
を
使

い
、
紅
茶
の
名
産
地
、
ス
リ
ラ
ン
カ
で
、

紅
茶
の
品
質
管
理
支
援
と
、「
よ
い
紅

茶
」
の
科
学
的
な
分
析
を
目
指
す
取
り

組
み
を
開
始
し
た
。

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
紅
茶
は
、
全
輸
出
額

の
15
％
を
占
め
る
一
大
産
業
だ
。
同
国

内
で
生
産
さ
れ
た
紅
茶
の
95
％
が
紅
茶

市
場
で
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
世

界
に
流
通
し
て
い
る
。「
国
が
積
極
的

に
産
業
振
興
に
関
わ
っ
て
い
る
の
が
、

ス
リ
ラ
ン
カ
茶
業
の
特
徴
で
す
」
と
、

調
査
を
担
当
し
た
株
式
会
社
日
本
開
発

サ
ー
ビ
ス
の
西
崎
紘
史
さ
ん
は
話
す
。

　
ま
た
、
同
国
産
紅
茶
の
９
割
以
上
が

輸
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
多
く
の
農
場

が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
２
０
０
０
（
食
品
安
全
に

関
す
る
国
際
標
準
規
格
）
や
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ（
国
連
発
の
食
品
安
全
規
格
）
な
ど

の
国
際
認
証
を
取
得
し
て
い
る
。

　
そ
の
一
方
で
、
品
質
評
価
は
人
の
五

感
に
基
づ
く
官
能
検
査
に
依
存
し
て
い

る
の
が
現
状
だ
。
国
中
か
ら
集
ま
る
紅

茶
の
サ
ン
プ
ル
数
は
週
あ
た
り
１
万
を

超
え
る
が
、
紅
茶
局
が
持
つ
化
学
分
析

機
器
で
は
１
日
に
10
サ
ン
プ
ル
程
度
を

分
析
す
る
の
が
限
界
。
残
り
は
昔
な
が

ら
の
人
の
感
覚
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

の
だ
。「
紅
茶
局
は
も
ち
ろ
ん
、
バ
イ

ヤ
ー
た
ち
も
、
購
入
や
値
付
け
の
た
め

に
は
大
量
の
サ
ン
プ
ル
を
味
見
す
る
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
客
観
的
な
指
標
を
示

せ
る
茶
成
分
分
析
計
は
、
ま
さ
に
ス
リ

ラ
ン
カ
が
求
め
て
い
る
も
の
な
の
で

す
」
と
、
日
本
開
発
サ
ー
ビ
ス
の
安
田

高
法
さ
ん
は
説
明
す
る
。

　「
当
社
の
茶
成
分
分
析
計
は
、
粉
砕

し
た
茶
葉
を
セ
ッ
ト
す
れ
ば
15
秒
で
結

果
が
出
ま
す
。
迅
速
に
、
数
多
く
の
茶

の
サ
ン
プ
ル
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
紅

茶
の
品
質
評
価
に
活
用
で
き
ま
す
」と
、

カ
ワ
サ
キ
機
工
の
室
屋
昭
彦
さ
ん
は
導

入
の
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
す
る
。

　
一
方
、
静
岡
の
製
茶
業
界
に
と
っ
て

も
、
輸
出
作
物
と
し
て
の
積
極
的
な
ブ

品
質
の
評
価
は
人
間
頼
り

機
械
の〝
味
見
〞に
期
待

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
ス
リ
ラ
ン

カ
の
体
制
は
貴
重
な
参
考
に
な
る
。
か

つ
て
、
静
岡
で
紅
茶
の
生
産
が
減
少
す

る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
後
藤
さ
ん

は
、「
ス
リ
ラ
ン
カ
で
は
、
輸
出
産
業

と
し
て
茶
の
生
産
に
取
り
組
む
方
々
の

生
の
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ス
リ
ラ
ン
カ
で
得
た
知
識
を
静
岡
に
届

け
、
日
本
の
技
術
を
ス
リ
ラ
ン
カ
に
届

け
る
こ
と
で
、
両
国
の
茶
産
業
の
振
興

に
寄
与
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
意

気
込
み
を
語
る
。

　「
お
茶
は
そ
の
ま
ま
で
は
消
費
で
き

ま
せ
ん
か
ら
、
茶
葉
の
生
産
・
加
工
だ

け
で
な
く
、
茶
缶
の
よ
う
な
容
器
や
包

装
な
ど
の
関
連
産
業
が
生
ま
れ
ま
す
。

静
岡
茶
の
振
興
は
、
地
元
全
体
の
経
済

活
性
化
に
つ
な
が
る
の
で
す
」
と
、
茶

業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
早
川
隆
弘
セ
ン
タ

ー
長
は
話
す
。
３
月
に
は
、
ス
リ
ラ
ン

カ
の
紅
茶
輸
出
関
連
業
者
を
対
象
に
、

茶
成
分
分
析
計
を
活
用
し
た
品
質
管
理

に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
ま
た
、

静
岡
県
立
大
学
茶
学
総
合
研
究
セ
ン
タ

ー
の
中
村
順
行
セ
ン
タ
ー
長
の
協
力
を

得
て
、
茶
成
分
分
析
計
の
普
及
に
向
け

た
現
地
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
や
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
ど
の
調
査
も
開
始
し
た
。

　
茶
畑
の
周
り
の
ス
ス
キ
な
ど
の
草
を

刈
っ
て
木
の
根
元
を
覆
う
、
掛
川
の
伝

統
的
な
「
茶
草
場
農
法
」
は
、
２
０
１
１

年
、
国
連
の
世
界
農
業
遺
産
に
指
定
さ

れ
た
。
伝
統
の
静
岡
茶
を
、
世
界
の
市

場
へ
。
紅
茶
大
国
ス
リ
ラ
ン
カ
と
の
絆

が
、
新
た
な
可
能
性
を
開
い
て
い
る
。

静岡茶に秘められた新たな可能性を開花させるため、
茶農家の試行錯誤が進む

印刷された分析結果を基に、スリランカの関係者に解説する後藤さん

一瞬で成分を分析できるカワサキ機工
の茶成分分析計。お茶のおいしさを科
学の目で判断する

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

よ
り
ゆ
き

ち
ゃ
ぐ
さ  

ば

紅茶の加工場も食品安全認証を
取るなど、輸出品としてのブランデ
ィングに積極的

ずらりと並ぶ紅茶のサンプル。
現在は、一つ一つ味見をして
判断するしかない

お茶の成分分析計

東
海
の宝

日
本
の
お
茶
の
４
割
を
生
産
す
る
静
岡
県
。

国
内
消
費
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、

紅
茶
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な
お
茶
作
り
の
取
り
組
み
が
進
む
。

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
世
界
有
数
の
紅
茶
の
国
、
ス
リ
ラ
ン
カ
だ
。

〝
日
本
の
茶
処
〞が
積
み
上
げ
た
知
恵

  

紅
茶
の
品
質
向
上
に
活
躍

べ
に

温暖なスリランカでは、一年中茶摘みが
できる。一つ一つ手で摘む高い品質の
茶葉が強みだ
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お
い
し
い
！
美
し
い
！
感
動
的
！

日
本
の
地
方
に
は
、
数
々
の
宝
が
あ
る
。

世
界
に
発
信
さ
れ
て
い
る
そ
ん
な
地
方
の
宝
を
ご
紹
介
。

漆と共に
成長するまちを

漆製品について地元の人から聞き取り調査を実施

神戸市で行われた演奏会。
Irisと芥川高校和太鼓部、
JICA和太鼓クラブのコラボ
が実現した

特
集 

地
域
の
宝

お
ら
が
ま
ち
の
世
界
一

川県輪島市は、国内の他の地方と同様、少
子高齢化や過疎化などの問題を抱えていま

す。こうした問題に官民連携で取り組んでいこうと
昨年立ち上がったのが、「漆の里・生涯活躍のまち
づくりプロジェクト（輪島KABULET）」です。
　輪島KABULETは、世代や文化の垣根を越えて、
「人」を主役としたまちづくりを目指すプロジェクト
で、この取り組みを推進する役割を担うことになっ
たのが、私たち青年海外協力隊の経験者12人です。
管理栄養士、保育士、木工、野菜栽培、青少年活動
など、幅広い分野の人材が全国から集まり、輪島市
に移住しました。今は、市内の空き家を活用して、
高齢者向けの住宅やグループホーム、子育て世代
の母親の交流施設などを整備するという目標に向
けて、それぞれが持つ資格や職種と、それに関連す
る地元の人々とのつながりを構築するべく日々奮闘
しています。
　また、今私たちが構想を練っているのが、地元の
伝統工芸である「輪島塗」に代表される漆を生かし
たまちづくりです。漆産業の関係者の方の意見も聞
きながら、漆の植栽や採取を将来的にも仕事として
継続していけるか、漆を使ってどのような製品を生
み出せるかなどを検討しています。
　プロジェクト開始からまだわずかですが、徐々に
地元の人たちの期待も高まり、協力者も増えてきま
した。見知らぬ途上国の地で、現地の人たちと何か
をやり遂げた隊員時代の経験を、今度はここ輪島市
で生かすときだと思っています。

和太鼓の
音色がつないだ絆

たちIrisは、大阪府立芥川高校・和太鼓部の
卒業生で結成している和太鼓チームです。結

成のきっかけは、今から７年前の高校３年生のとき、
授業で世界の貧困について学んだことです。自分た
ちも何かできることをやりたいという思いを和太鼓
部の仲間に話したら、みんなが賛同してくれて、チャ
リティーコンサートを開催することになりました。
　最初の目標は、コンサートで集まった募金で、バ
ングラデシュとネパールに井戸を造ること。全てが
一からの挑戦でしたが、学校の先生、地元のNGO、
会場を無償で貸してくれた方など、多くの人の協力
のおかげで２回のコンサートを開くことができ、合
計30万円ほどの募金が集まりました。その後、それ
ぞれの国から完成した井戸の写真が送られてきたと
きには、胸が熱くなる思いでした。
　今では活動の幅が広がり、年に約30回の演奏会
を行っています。また、来日中のJICA研修員で結成
されたJICA和太鼓クラブに、定期的に指導を行っ
ています。最初はなかなか言葉も通じず、どのよう
に教えたらいいのか分かりませんでした。そんなと
き、硬い表情で演奏している研修員の方々を見て、
まずは日本の伝統楽器を心から楽しんでもらうこと
が一番大切だと気付いたのです。難しく考えず、た
どたどしい英語でも和太鼓の魅力を伝えようと努力
していくうちに、自然と笑顔が生まれました。
　これからも、和太鼓を通じて生まれたたくさんの
絆を絶やさずにつないでいき、チームとしてもさらな
る飛躍を目指します。

ウズベキスタン産の
高品質なリンゴを

森県と言えば、リンゴ。藤崎町は、甘味と酸味のバラ
ンスや貯蔵性の良さが特徴の“ふじ”発祥の地で、そ

の栽培に長い経験と高い技術を持っています。以前、JICA
が果樹栽培の技術向上のプロジェクトを行った際、専門家
がふじを現地に紹介したことから関心が高まり、今、ウズベ
キスタンではふじの栽培面積が増えています。しかし、リン
ゴの品種や栽培技術、販売システムは旧ソ連時代のまま
で、改善が必要です。そこで、長年のリンゴ栽培経験と熟練
の技術を持つ藤崎町の農家が協力し、昨年３月から、ウズベ
キスタンの農務省や農業大学、果樹栽培研究所の関係者ら
を招いて研修を実施しているほか、現地での指導も行ってい
ます。
　活動の目標は、ウズベキスタンのリンゴ栽培技術が向上
し、より品質の高いリンゴを生産できるようになること、そ
の販売を通じて農家の生計が向上することです。弘前大学
は、日本の技術をウズベキスタンに適応させるべく、研修や
技術移転に関する効果的な教育プログラムを立案したり、
栽培技術や流通販売技術の向上を科学的な観点からサポ
ートしたりしています。
　研修員たちは大きく立派な日本の高品質のリンゴに驚き、
その技術を学ぶ姿も真剣そのものです。今後は、彼ら自身
が現地の大学生や農家に、講義や実技を通して栽培技術を
伝えていけるよう、指導的な役割を担う人材の育成に取り組
み、より多くの農家に近代的な技術が広がることを目指して
います。

ブータンの伝統紙に
石州和紙の知恵

ブータンで行った技術指導の様子

根県浜田市の石州和紙は、1300年の歴史を
持っています。コウゾ・ミツマタ・ガンピの繊

維を原料とし、トロロアオイという植物から作る補
助剤を加えた液を竹簀に入れ、繊維を絡み合わせ
ながら紙の層を作ります。こうして作られる和紙は、
とても頑丈です。
　ブータンにも数百年続く伝統の手すき紙がありま
す。でも、伝統紙を作っている東ブータン・タシヤン
ツェ県の農家では、副業としての生産にとどまり、
紙の品質にもばらつきがありました。東ブータンは
他の地域に比べて生活水準も低いことから、同国
政府は、伝統紙の品質向上と商品化による産業振
興を目指しているのです。
　石州和紙協同組合は、2013年から同国経済省
家内小規模工業局に協力し、主に現地の農家を対
象に手すき紙作りの技術指導や商品化に向けたサ
ポートを行ってきました。ブータンの手すき紙は、黒
っぽく艶やかな美しさを持っています。指導にあたっ
ては、日本式の技術だけを教えるのではなく、ブータ
ンの伝統紙独自の良さを大切にしながら、品質の
向上を目指してきました。現地で開催した技術指導
のワークショップに、徒歩で片道３時間かけて参加
してくれた人がいたことは印象的です。この他、浜
田市でも研修を実施し、石州和紙の製造法や原材
料の栽培・採取の方法などを伝えました。
　プロジェクトをきっかけに、農家主体の紙組合の
設置も実現。今後、製品開発や販路開拓に向けて、
一層活発な取り組みが行われていくことを期待して
います。

世
界
と
つ
な
が
れ

地
方
の
宝

石
島

私

青

［上］高品質のリンゴを作るには、枝
　　の剪定作業も重要だ
［下］昨年11月、研修員らは藤崎町
　　でふじの収穫技術を学んだ

有泉 仁美さん

和太鼓チームIris・リーダー

中塚 咲さん

石州和紙協同組合・代表理事

久保田 彰さん

輪島 KABULET・マネージャー
カブーレ

荒川 修さん
弘前大学農学生命科学部・教授

アイリス

青森県

大阪府

藤 崎 町

石川県
輪 島 市

島根県
浜田市

せんてい

たけ す



　
　
　
　
　
　
　

　「
糖
度
が
異
な
る
３
種
類
の
み
か
ん

ジ
ュ
ー
ス
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
飲

み
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
」

　
２
月
中
旬
。
外
の
寒
さ
と
は
打
っ
て

変
わ
り
、
大
勢
の
人
た
ち
の
熱
気
に
包

ま
れ
た
東
京
国
際
展
示
場
に
、
和
歌
山

県
・
株
式
会
社
早
和
果
樹
園
の
営
業
部

長
、
大
浦
靖
生
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。

こ
の
日
、
全
国
の
食
品
業
界
の
関
係
者

タ
イ
の
小
さ
な
村
で

特
産
品
を
生
み
出
し
た
男
性

ん
の
皮
を
む
い
て
果
肉
だ
け
を
裏
ご
し

す
る
よ
う
に
搾
っ
て
い
る
の
で
、
濃
厚

で
ト
ロ
リ
と
し
た
食
感
が
特
長
で
す
」。

そ
の
声
に
引
か
れ
る
よ
う
に
、
次
々
と

ジ
ュ
ー
ス
に
手
が
伸
び
る
。
売
れ
行
き

は
好
調
の
よ
う
だ
。

　
早
和
果
樹
園
は
、
１
９
７
９
年
に
有

田
市
の
７
軒
の
み
か
ん
農
家
が
立
ち
上

げ
た
「
早
和
共
撰
組
合
」
を
起
源
と
し

て
始
ま
っ
た
。当
初
は
み
か
ん
の
生
産
・

販
売
の
み
行
っ
て
い
た
が
、
２
０
０
３

年
か
ら
加
工
品
作
り
に
も
取
り
組
み
、

今
で
は
ジ
ュ
ー
ス
の
他
に
も
、
ゼ
リ
ー

や
ジ
ャ
ム
な
ど
約
20
種
類
の
商
品
を
手

掛
け
て
い
る
。
そ
ん
な
同
社
が
次
な
る

ス
テ
ッ
プ
と
し
て
挑
ん
で
い
る
の
が
、

海
外
販
路
の
拡
大
だ
。

　
中
心
と
な
っ
て
い
る
大
浦
さ
ん
は
、

実
は
意
外
な
経
歴
を
持
つ
。「
実
家
が

組
合
の
立
ち
上
げ
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る

み
か
ん
農
家
な
の
で
、
自
然
に
後
を
継

ご
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
社

会
を
知
ら
ず
に
継
ぐ
と
、
自
分
の
世
界

が
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
し
ま
う
気
が
し

て
、
も
う
少
し
外
に
出
て
見
聞
を
広
め

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」。
そ
こ
で
、

農
業
系
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
大
浦
さ

ん
が
応
募
し
た
の
が
、
青

年
海
外
協
力
隊
だ
。
選
考

試
験
を
見
事
突
破
し
、
卒

業
後
、
タ
イ
・
チ
ェ
ン
ラ

イ
県
に
あ
る
山
岳
民
族
の

村
に
果
樹
栽
培
を
教
え
る

隊
員
と
し
て
飛
ん
だ
。

　
任
務
は
、
村
で
盛
ん
に

行
わ
れ
て
き
た
ア
ヘ
ン
栽

培
に
代
わ
る
生
計
手
段
を

確
立
さ
せ
る
こ
と
。
大
浦

さ
ん
は
、
桃
や
柿
、
梨
な

ど
の
落
葉
果
樹
を
中
心

に
、
枝
の
切
り
方
や
堆
肥

の
作
り
方
な
ど
を
農
家
に

指
導
し
た
。
そ
ん
な
中
、

村
に
あ
る
も
の
で
食
品
加

工
に
挑
戦
し
た
い
と
い
う

話
が
村
人
の
会
議
で
持
ち

上
が
り
、
大
浦
さ
ん
は
、

イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
な

い
村
で
も
比
較
的
安
定
し
た
収
穫
を
見

込
め
る
梅
に
目
を
付
け
た
。「
バ
ン
コ

ク
に
は
多
く
の
日
本
人
が
住
ん
で
い

て
、
日
本
食
の
ス
ー
パ
ー
や
レ
ス
ト
ラ

ン
も
豊
富
で
す
。
品
質
の
良
い
梅
干
し

を
作
れ
ば
、
そ
の
日
本
人
市
場
で
売
れ

る
の
で
は
と
考
え
た
の
で
す
」。

　
普
段
、
村
で
収
穫
さ
れ
た
梅
は
そ
の

ま
ま
業
者
に
出
荷
さ
れ
る
た
め
、
ほ
と

ん
ど
の
村
人
が
梅
干
し
を
食
べ
た
こ
と

が
な
い
。
最
初
は
、「
酸
っ
ぱ
す
ぎ
る
」

「
砂
糖
が
必
要
だ
」
な
ど
の
意
見
も
出

て
大
浦
さ
ん
も
不
安
だ
っ
た
と
い
う

が
、
意
欲
的
な
農
家
た
ち
が
手
を
挙
げ

て
、
無
農
薬
栽
培
で
作
っ
た
梅
干
し
に

加
え
、
練
り
梅
や
梅
シ
ロ
ッ
プ
を
完
成

さ
せ
た
。
そ
の
後
、
日
本
食
を
扱
う
ス

ー
パ
ー
で
販
売
が
始
ま
り
、
タ
イ
政
府

が
認
定
す
る
「
一
村
一
品
」
の
製
品
に

も
選
ば
れ
た
。「
村
人
を
連
れ
て
実
際

の
売
り
場
を
見
に
行
っ
た
と
き
は
、
み

ん
な
本
当
に
う
れ
し
そ
う
で
し
た
」
と

大
浦
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
帰
国
後
は
地
元
に
戻
り
、
早
和
果
樹

園
に
入
社
し
た
大
浦
さ
ん
。
初
め
は
生

産
部
門
を
担
当
し
て
い
た
が
、そ
の
後
、

営
業
部
門
に
転
向
し
た
。
最
近
で
は
、

海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
と
直
接
話
す
機
会
も

増
え
、
隊
員
の
と
き
の
経
験
が
生
き
て

い
る
こ
と
を
実
感
す
る
と
い
う
。「
も

と
も
と
私
は
、
外
に
出
る
こ
と
を
億
劫

に
感
じ
る
内
気
な
性
格
だ
っ
た
ん
で
す

が
集
う
大
規
模
な
商
談
展
示
会
が
開
か

れ
、
各
ブ
ー
ス
の
出
展
者
が
自
慢
の
商

品
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
中
、
大
浦
さ
ん
も

地
元
の
ブ
ラ
ン
ド
「
有
田
み
か
ん
」
を

使
っ
た
商
品
を
懸
命
に
売
り
込
ん
で
い

た
。「
私
た
ち
の
ジ
ュ
ー
ス
は
、
み
か

地
道
な
活
動
と
情
熱
が

世
界
へ
の
道
を
切
り
開
く

が
、
協
力
隊
に
参
加
し
て
、
タ
イ
の
人

た
ち
と
梅
干
し
を
完
成
さ
せ
た
経
験
は

大
き
な
自
信
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
仕

事
で
海
外
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る
際
に
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
よ

う
と
い
う
気
持
ち
で
、
お
互
い
の
垣
根

を
取
り
払
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」。

　
同
社
で
は
海
外
展
開
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
ま
ず
は
足
掛
か
り
を
作

る
た
め
に
、
国
内
の
商
談
会
に
積
極
的

に
参
加
す
る
。
そ
こ
で
顔
見
知
り
と
な

っ
た
海
外
の
業
者
に
対
し
て
商
品
を
売

り
込
む
。
商
品
を
置
い
て
く
れ
た
店
舗

で
は
、さ
ら
に
認
知
度
を
高
め
る
た
め
、

同
社
の
職
員
が
店
頭
に
立
ち
、
現
地
の

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
行
う
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
地

道
な
活
動
が
功
を
奏
し
、
今
で
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
香
港
の
百
貨
店
や

ス
ー
パ
ー
で
、
ジ
ュ
ー
ス
を
主
軸
に
販

売
を
展
開
。
海
外
向
け
の
売
上
は
、
10

年
前
に
比
べ
て
３
倍
に
伸
び
て
い
る
と

い
う
。

　
今
後
は
、
上
海
な
ど
ア
ジ
ア
の
他
の

地
域
の
開
拓
も
進
め
、
将
来
的
に
は
、

欧
米
地
域
へ
の
展
開
も
目
指
し
て
い

る
。「〝
み
か
ん
と
言
え
ば
有
田
み
か
ん
〞

と
い
う
認
知
を
世
界
に
広
め
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
、
私
た
ち
の
み

か
ん
製
品
と
隊
員
時
代
に
作
っ
た
梅
干

し
が
、
タ
イ
の
同
じ
店
舗
に
並
ぶ
日
が

来
た
ら
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
期
待
に

胸
を
膨
ら
ま
せ
る
大
浦
さ
ん
。
地
域
の

誇
り
を
懸
け
た
飽
く
な
き
挑
戦
が
続
い

て
い
る
。

みかんの収穫量が日本一の和歌山県。
県中部に位置する有田市には、地域ブランドとして知られる

「有田みかん」のおいしさを、世界に広めようと取り組んでいる企業がある。
大きな夢を抱く企業の挑戦に迫った。

昨年、シンガポールでプロモーション活動を行った大浦さん（右）。
中には、「マンゴーみたい」と驚く客もいるほど、まろやかな口当たりだ

今こそ海外経験を生かすとき

有田みかん

隊員時代のタイでの梅干し作りの
様子。大浦さんの任期終了から10
年以上がたった今でも、現地での
製造・販売が続いているという

２月に東京国際展示場で開
かれた商談展示会には、３日
間で合計９万人以上が来場
した（上）。早和果樹園のブー
スにも多くの人が集まり、熱の
こもった商談が行われた（左）

［右］

［左］

有田市の山の斜面に広がるみかん
畑での収穫風景
みかんの味を最大限に生かしたさま
ざまな加工品。みかんを使ったケチャ
ップやうどんも販売されている
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畿
の宝

お
っ
く
う

そ
う  

わ
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い
部
分
ま
で
削
る
作
業
を
精
米
と
い

う
。
こ
の
他
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
加
工

工
程
を
経
て
、
米
は
よ
う
や
く
私
た
ち

の
見
慣
れ
た
〝
白
米
〞
と
な
る
。

　
そ
ん
な
米
の
加
工
に
関
わ
る
全
て
の

技
術
を
網
羅
す
る
株
式
会
社
サ
タ
ケ

は
、
１
２
０
年
の
歴
史
を
持
つ
広
島
県

東
広
島
市
の
企
業
だ
。
創
業
者
の
佐
竹

利
市
は
、
１
８
９
６
年
に
日
本
で
初
め

あ
ら
ゆ
る
地
域
で
生
産
さ
れ
る
色
や
形

の
異
な
る
米
が
、
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ

て
い
る
。「
全
世
界
で
毎
年
約
７
億
ト

ン
生
産
さ
れ
る
米
の
８
割
は
、
長
粒
種

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
日
本
の
短
粒
種

と
違
い
、
細
長
く
て
粘
り
気
が
少
な
い

米
で
す
。
私
た
ち
は
、
品
種
ご
と
の
特

徴
に
合
わ
せ
て
開
発
し
た
精
米
機
械
を

世
界
に
提
供
し
て
い
ま
す
」。
そ
う
説

明
す
る
の
は
、
同
社
国
際
事
業
本
部
海

外
統
括
室
の
平
世
貴
哉
さ
ん
だ
。　

　
中
国
や
ブ
ラ
ジ
ル
、
タ
イ
、
ア
メ
リ

カ
な
ど
、
先
進
国
、
開
発
途
上
国
を
問

わ
ず
世
界
各
国
に
子
会
社
を
持
つ
サ
タ

ケ
で
は
、
現
地
で
生
産
し
た
加
工
機
械

の
運
転
や
維
持
管
理
の
サ
ポ
ー
ト
の
た

め
、
い
く
つ
か
の
地
域
に
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
を
構
え
、
第
三
国
の
拠
点

か
ら
も
人
材
を
受
け
入
れ
て
指
導
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
う
し
た
自
社
事
業
と
し
て
の
独
自

の
取
り
組
み
に
加
え
、

73
年
か
ら
は
J
I
C
A

の
研
修
事
業
に
協
力

し
、
２
０
１
４
年
ま
で

に
累
計
１
０
０
０
人
以

上
の
途
上
国
の
米
産
業

に
関
わ
る
人
材
の
育
成

に
貢
献
し
て
き
た
。

　「
米
の
加
工
は
精
米
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

収
穫
後
は
、
ま
ず
乾
燥

さ
せ
、
そ
れ
か
ら
石
を

取
り
除
い
た
り
、
も
み

殻
を
取
っ
た
り
と
、さ

ま
ざ
ま
な
工
程
が
あ
り

ま
す
。
協
力
を
始
め
た

当
時
の
研
修
で
は
、
そ

う
し
た
作
業
に
使
う
機

械
の
取
り
扱
い
方
を
中

心
に
講
義
を
行
っ
て
い

ま
し
た
」
と
平
世
さ
ん
。

　
近
年
で
は
、
米
を
主
食
と
し
て
い
る

も
の
の
、
自
給
率
が
低
く
、
そ
の
改
善

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
キ
ュ
ー
バ
か

ら
、
農
業
省
や
米
種
子
の
研
究
機
関
の

職
員
が
同
社
の
穀
物
乾
燥
施
設
の
視
察

に
訪
れ
て
い
る
。
J
I
C
A
は
、
同
国

で
米
種
子
の
栽
培
技
術
の
向
上
や
生
産

拡
大
を
支
援
し
て
お
り
、
こ
れ
と
あ
わ

せ
て
、
日
本
国
内
で
も
サ
タ
ケ
を
は
じ

め
と
す
る
米
関
連
機
関
の
協
力
を
受
け

た
研
修
を
実
施
。
研
修
員
は
、
サ
タ
ケ

の
穀
物
乾
燥
施
設
の
視
察
を
通
し
て
、

米
種
子
生
産
に
関
す
る
設
備
の
運
転
や

整
備
に
役
立
つ
知
識
を
学
ん
だ
。

　
サ
タ
ケ
は
、
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な

協
力
だ
け
で
な
く
、
お
湯
や
水
を
入
れ

る
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
自
社
開
発
イ
ン

ス
タ
ン
ト
米
の「
マ
ジ
ッ
ク
ラ
イ
ス
」を
、

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
サ

イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
災
害
時
に
非
常
食
と

し
て
届
け
る
な
ど
の
支
援
も
行
っ
て
き

た
。

　
米
加
工
技
術
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る

サ
タ
ケ
は
、
地
元
・
東
広
島
市
と
の
つ

な
が
り
を
大
切
に
す
る
企
業
で
も
あ

て
の
動
力
式
精
米
機
を
考
案
し
、生
産
・

販
売
を
始
め
た
。
す
る
と
、
そ
れ
ま
で

人
力
だ
っ
た
精
米
作
業
の
効
率
が
飛
躍

的
に
向
上
し
、
農
業
は
も
と
よ
り
、
酒

造
業
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
の

だ
。

　
同
社
は
、
１
９
３
９
年
に
満
州
サ
タ

ケ
製
作
所
を
設
立
し
て
以
降
、
精
米
機

の
販
売
を
各
国
に
展
開
。
現
在
、
精
米

機
は
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
り
、
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
に
は
「
S
A
T
A

K
E
」
が
精
米
工
場
を
意
味
す
る
言
葉

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
地
域
も
あ
る
と

い
う
。
精
米
機
の
他
に
も
、
不
良
粒
や

異
物
を
選
別
・
除
去
す
る
高
精
度
の
選

別
機
「
ピ
カ
選
」
な
ど
、
同
社
の
技
術

は
生
産
者
と
消
費
者
の
安
心
・
安
全
を

守
る
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
。

　
サ
タ
ケ
本
社
の
一
角
に
は
、
世
界
の

米
の
加
工
技
術
で

世
界
の
食
を
守
る

地
域
に
伝
え
た
い
、

米
の
こ
と

る
。
同
市
の
西
条
町
は
、
サ
タ
ケ
の
精

米
の
技
術
力
を
背
景
に
、
米
を
削
っ
て

作
る
吟
醸
酒
の
名
産
地
と
し
て
発
展
し

た
。
同
地
域
で
は
、
毎
年
、
市
の
主
催

で
「
酒
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

サ
タ
ケ
も
本
社
を
会
場
に
精
米
・
も
み

す
り
体
験
や
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

催
す
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て

い
る
。

　
さ
ら
に
、
県
の
教
育
委
員
会
に
働
き

掛
け
て
、
05
年
か
ら
は
主
に
小
学
生
を

対
象
と
す
る
食
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
〝
お
米

の
学
校
〞
も
実
施
。
そ
の
背
景
に
つ
い

て
、
経
営
本
部
広
報
室
長
の
宗
貞
健
さ

ん
は
、「
米
の
加
工
に
関
わ
る
工
程
を

知
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
に
加
え
、
米

の
消
費
量
の
減
少
や
、
そ
れ
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
生
活
習
慣
病
の
増
加

な
ど
に
対
す
る
問
題
提
起
の
狙
い
も
あ

る
の
で
す
」
と
話
す
。
地
元
の
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
局
と
共
同
制
作
し
て
い
る
食

育
や
環
境
に
関
す
る
教
育
番
組
は
、
こ

の
よ
う
な
思
い
を
地
域
住
民
に
よ
り
広

く
伝
え
る
た
め
に
始
め
た
取
り
組
み
だ
。

　
米
の
加
工
技
術
を
最
大
の
強
み
に
、

世
界
に
事
業
を
展
開
す
る
サ
タ
ケ
だ

が
、
実
は
、
精
米
機
用
の
動
力
研
究
か

ら
転
じ
た
モ
ー
タ
ー
製
造
や
、
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
プ
ラ
ン
ト
機
器
の
製
造
も
手

掛
け
る
な
ど
、
多
分
野
の
事
業
を
展
開

し
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

　
一
粒
の
米
に
全
て
を
か
け
る
サ
タ
ケ

は
、
精
米
機
を
原
点
に
、
地
元
と
世
界

に
貢
献
し
続
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
企
業
だ

っ
た
。

タイの精米工場に設置されたサタケの精米機器

1995年に経済援助としてフィリピン政府にサタケ高性
能精米プラントを寄贈。ラモス大統領（左）と三代目・佐竹
覚（中央）、現代表・佐竹利子（右）が会見した 
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精米機

日
本
を
は
じ
め
、
米
を
食
べ
る
国
や
地
域
は
多
い
。

世
界
に
は
、
実
に
1
0
0
0
種
類
以
上
も
の
米
が
あ
る
と
い
う
。

日
本
初
の
動
力
式
精
米
機
を
開
発
し
た
広
島
県
東
広
島
市
の
企
業
は
、

精
米
機
械
を
中
心
と
す
る
あ
ら
ゆ
る
穀
物
の
加
工
技
術
で
、

世
界
の
農
家
や
食
卓
を
支
え
て
い
る
。

世
界
で
愛
用
さ
れ
る

精
米
機
を
造
り
続
け
て

食育プログラム“お米の学校”でサタケ本社を訪れた
地元の小学生ら。精米の原理を学んだ

中
国
・

四
国
の宝

ひ
ら  

せ  

た
か  

や

む
ね
さ
だ
た
け
し

1990年から続く酒まつり。サ
タケ本社会場の商品ブース
を訪れた地元の人々

JICAの研修としてサタケで精米加工技術について学んだ研修員ら。米のおいしさの基準や食
べ方は、国によってさまざまだ

　
　
　
　
　
　
　

　
日
本
人
の
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
艶

や
か
で
お
い
し
い
白
米
。
で
も
、
ご
飯

は
最
初
か
ら
白
い
の
か
と
言
う
と
、
も

ち
ろ
ん
そ
う
で
は
な
い
。
収
穫
後
、
も

み
か
ら
取
り
出
し
た
玄
米
は
、
ぬ
か
に

覆
わ
れ
て
茶
色
く
、
そ
れ
を
内
側
の
白

日
本
初
の
動
力
式
精
米
機
の

生
み
の
親
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一村一品運動

　
　
　
　
　
　
　

　
高
い
壁
に
囲
ま
れ
た
町
で
、
外
の
世

界
に
憧
れ
を
描
く
少
年
エ
レ
ン
―
―
人

気
漫
画
『
進
撃
の
巨
人
』
の
作
者
、
諫

山
創
さ
ん
が
作
品
の
構
想
を
得
た
風
景

が
、
大
分
県
に
あ
る
。
阿
蘇
山
を
水
源

と
す
る
大
山
川
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
小

と
い
う
細
長
い
耕
作
地
が
、
切
り
立
っ

た
斜
面
に
点
在
し
て
い
ま
す
」
と
説
明

し
て
く
れ
た
の
は
、
大
分
大
山
町
農
業

協
同
組
合
の
矢
幡
建
治
参
事
だ
。
40
ア

ー
ル
と
い
え
ば
、
北
海
道
を
除
く
全
国

平
均
（
１
・
5
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
２
０

１
４
年
農
林
水
産
省
調
べ
）
と
比
較
し

て
も
約
４
分
の
１
に
す
ぎ
な
い
。
狭
い

土
地
で
ど
ん
な
農
業
を
す
れ
ば
い
い

か
。
１
９
６
２
年
、
大
山
町
農
協
の
組

合
長
だ
っ
た
矢
幡
治
美
さ
ん
が
提
案
し

た
の
は
、
土
地
に
合
っ
た
特
産
物
の
創

出
だ
っ
た
。「
梅
栗
植
え
て
ハ
ワ
イ
に

行
こ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
斜
面

で
の
生
育
に
向
き
、
商
品
単
価
も
高
い

梅
や
栗
、
ス
モ
モ
な
ど
の
果
樹
育
成
を

奨
励
し
、
農
家
の
収
入
向
上
を
実
現
し

た
。

　
大
山
町
の
取
り
組
み
は
、
そ
の
後
、

大
分
県
全
体
で
「
一
村
一
品
運
動
」
と

し
て
展
開
さ
れ
、一
躍
有
名
に
な
っ
た
。

今
で
は
J
I
C
A
研
修
事
業
、
技
術
協

力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
青
年
海
外
協
力
隊

な
ど
を
通
じ
て
、
世
界
中
の
途
上
国
の

地
域
振
興
活
動
と
し
て
広
が
っ
て
い

る
。
海
外
に
赴
任
す
る
協
力
隊
員
な
ど

の
研
修
も
担
当
し
て
い
る
矢
幡
建
治
さ

ん
は
、「
よ
そ
の
人
の
意
見
を
参
考
に
、

自
分
た
ち
の
町
の
良
い
も
の
に
気
付

き
、
そ
れ
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、

一
村
一
品
運
動
の
基
本
で
す
」と
話
す
。

　
大
山
町
農
協
で
は
、
地
元
農
家
の
作

物
や
加
工
品
を
直
接
、
消
費
者
に
販
売

す
る
直
売
所
「
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」
を

90
年
に
開
店
し
た
。
ケ
ー
ス
単
位
で
出

荷
し
な
け
れ
ば
流
通
に
乗
ら
な
い
通
常

の
販
売
経
路
と
は
異
な
り
、
ガ
ル
テ
ン

で
は
わ
ず
か
な
量
の
作
物
で
も
販
売
で

き
る
。「
自
分
で
作
っ
た
も
の
が
自
分

で
付
け
た
値
段
で
売
れ
る
こ
と
は
、
生

産
者
に
と
っ
て
は
喜
び
で
あ
り
、
新
し

い
挑
戦
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、
都
会
の
人
た
ち
と
の
交
流

が
大
切
な
ん
で
す
」
と
矢
幡
建
治
さ
ん

は
強
調
す
る
。
現
在
は
大
分
・
福
岡
の

両
県
の
都
市
部
に
計
９
店
の
直
売
所
を

展
開
す
る
ほ
か
、
２
０
０
１
年
に
は
地

元
農
産
品
を
使
っ
て
農
家
の
人
た
ち
が

料
理
を
作
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
レ
ス
ト
ラ

ン
も
開
店
し
、大
分
県
内
は
も
ち
ろ
ん
、

隣
接
す
る
福
岡
県
や
熊
本
県
な
ど
か
ら

も
多
く
の
客
が
訪
れ
て
い
る
。

　
農
村
と
都
市
の
交
流
を
さ
ら
に
進
め

る
試
み
と
し
て
、
昨
年
、
開
園
し
た
の

が
「
五
馬
媛
の
里
」
だ
。
豊
後
国
風
土

記
に
名
を
残
す
五
馬
高
原
の
統
治
者
の

名
を
冠
し
た
こ
の
場
所
は
、
五
馬
媛
が

祭
ら
れ
て
い
る
玉
来
神
社
を
頂
点
に
、

集
会
施
設
と
し
て
の
庄
屋
の
家
や
古
代

米
を
育
て
る
水
田
、
梅
や
桜
、
ス
モ
モ

な
ど
の
木
々
を
植
林
し
た
山
々
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
、〝
よ
み
が
え
っ
た
山
里
〞。

大
山
町
農
協
は
、
こ
の
場
所
を
都
会
の

人
が
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
み
、

体
験
農
作
業
に
も
挑
戦
で
き
る
「
農
業

者
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
」
と
し
て
展
開
し

て
い
く
予
定
だ
。

　「
昨
年
、
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
た
日
に
雨
が
降
っ
た
の
で
す
が
、

イ
ベ
ン
ト
中
止
を
お
知
ら
せ
し
て
も
、

や
り
た
か
っ
た
と
都
会
か
ら
わ
ざ
わ
ざ

足
を
運
ん
で
く
れ
る
人
が
多
か
っ
た
ん

で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て
日
常
に
す
ぎ

な
い
農
作
業
が
、
都
会
の
人
に
と
っ
て

は
特
別
な
こ
と
な
の
だ
と
実
感
し
ま
し

た
」
と
話
す
の
は
、
五
馬
媛
の
里
の
運

営
に
携
わ
る
大
山
町
農
協
の
高
瀬
八
郎

さ
ん
。
里
で
は
、
木
々
を
植
え
た
山
に

遊
歩
道
を
作
り
、
休
憩
所
な
ど
を
整
備

す
る
と
同
時
に
、
里
の
す
ぐ
脇
で
今
も

耕
作
を
続
け
る
地
元
の
人
た
ち
と
の
交

流
や
、
玉
来
神
社
を
中
心
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
伝
統
芸
能
、
祭
り
な
ど
の
文

化
の
継
承
も
行
っ
て
い
く
予
定
だ
。

　
こ
う
し
た
活
動
の
背
景
に
は
、
農
村

の
過
疎
化
に
対
す
る
強
い
危
機
感
が
あ

る
。
大
山
町
は
農
家
の
収
入
向
上
を
皮

切
り
に
、
体
験
学
習
や
国
際
交
流
な
ど

を
通
し
た
人
づ
く
り
、
若
者
に
と
っ
て

も
魅
力
の
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
街
づ
く

り
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て
き
た
。

現
在
６
０
０
戸
の
農
家
は
高
齢
化
が
進

ん
で
い
る
が
、Ｕ
タ
ー
ン
す
る
若
い
世

代
や
、
就
農
を
希
望
す
る
都
会
出
身
の

人
々
も
少
し
ず
つ
増
え
て
い
る
。
町
の

将
来
を
担
う
若
い
人
た
ち
に
対
し
て
、

た
だ
空
き
家
を
提
供
す
る
だ
け
で
な

く
、
生
活
し
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
定

着
に
つ
な
げ
る
の
が
狙
い
の
一
つ
だ
。

　
高
瀬
さ
ん
は
「
人
が
離
れ
た
家
に
、

そ
の
ま
ま
新
し
い
人
を
入
れ
て
も
、
定

着
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
人

が
こ
こ
に
住
み
続
け
た
い
、
こ
こ
で
農

業
を
営
み
た
い
と
思
う
場
所
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
」
と

強
調
す
る
。

　
大
山
町
農
協
が
担
う
の
は
名
産
品
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
や
販
売
網
な
ど
、
一

農
家
の
手
に
は
余
る
農
業
イ
ン
フ
ラ
の

構
築
だ
。
そ
こ
に
人
が
住
み
、
田
畑
を

耕
す
こ
と
で
、
経
済
が
回
り
、
地
域
が

さ
な
田
畑
と
山
が
ひ
し
め
く
日
田
市
大

山
町
。〝
壁
〞
と
い
う
表
現
に
た
が
わ

ぬ
山
の
ふ
も
と
か
ら
見
上
げ
る
と
、
迫

り
く
る
山
影
と
、
そ
の
向
こ
う
に
広
が

る
空
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
圧
倒
さ
れ

る
。

　「
大
山
町
の
農
家
１
軒
あ
た
り
の
耕

地
面
積
は
、平
均
40
ア
ー
ル
。
し
か
も
、

一
枚
の
田
畑
で
は
な
く
、
10
枚
、
20
枚

人
と
地
域
を
育
て
る
た
め
に

都
会
と
の
交
流
を
促
進

活
性
化
す
る
。
人
々
の
交
流
の
場
を
作

れ
ば
、
文
化
が
栄
え
る
。〝
壁
〞
に
囲

ま
れ
た
小
さ
な
町
が
、
そ
の
壁
を
乗
り

越
え
て
世
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
。

九
州
・

沖
縄
の宝

大山町は切り立った山に挟まれた
土地。平らな耕作地はわずかで、多
くの果樹畑は傾斜地にある

地元の農家が数多くの
「おもてなし料理」を提
供するレストラン。平日
も大盛況だ

山を整備し、梅や桜などの植林を進める
五馬媛の里。庄屋の家や玉来神社な
ど、農村ひとつを丸ごと包み込む“農業者
のテーマパーク”だ

庄屋の家は現在、集会所やイベント
会場として使われている

五馬媛が祭られる玉来神社

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

切
り
立
っ
た
山
に
挟
ま
れ
た
谷
間
の
小
さ
な
農
村
、

大
分
県
日
田
市
大
山
町
。

大
規
模
な
耕
作
地
が
な
い
か
ら
こ
そ
、

こ
こ
に
し
か
な
い
名
産
品
を
生
み
出
し
、
発
信
し
て
き
た
。

逆
張
り
の
戦
略
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
世
界
中
で
展
開
す
る

「
一
村
一
品
運
動
」
の
原
点
だ
。

梅
栗
植
え
て
、

世
界
へ
飛
翔

い
さ

や
ま
は
じ
め

い
つ
ま
ひ
め

た
ま
ら
い

「
壁
」
に
囲
ま
れ
た
小
さ
な
町

 

裾
野
は
は
る
か
世
界
へ

「木の花ガルテン」の直売所には、
大山町の農家が作るさまざまな品
物が並んでいる

梅干しは、梅を加工して付加価値を付けた
もの。大山町農協の戦略の原点だ
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日
本
国
内
に
は
３
８
０
万
を
超
え
る
企

業
が
あ
り
、技
術
を
生
か
し
て
日
本
経
済

を
回
し
て
い
る
。そ
の
力
を
社
会
の
た
め

に
、
世
界
の
た
め
に
使
え
な
い
だ
ろ
う

か
。企
業
な
ら
で
は
の
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド

を
開
発
現
場
で
生
か
す
た
め
に
汗
を
流

し
て
い
る
の
が
不
動
田
朋
浩
さ
ん
だ
。

　

私
は
大
学
卒
業
後
、
当
初
は
広
告
代
理
店
に
勤

務
し
て
い
ま
し
た
。
民
間
企
業
の
パ
ワ
ー
や
ス
ピ

ー
ド
を
実
感
す
る
仕
事
だ
っ
た
の
で
す
が
、
企
業

の
力
に
感
心
す
る
一
方
で
、
物
足
り
な
さ
も
感
じ

て
い
ま
し
た
。
社
会
の
役
に
立
つ
こ
と
が
し
た
い

と
考
え
て
、
青
年
海
外
協
力
隊
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

村
落
開
発
隊
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
マ
レ
ー

シ
ア
で
は
、
山
村
に
住
む
人
た
ち
の
生
計
向
上
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
私
が
派
遣
さ
れ
た
地
域
の
住

民
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
を
代
表
す
る
農
産
品
で
あ
る

ゴ
ム
の
生
産
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
地
域

一
帯
が
自
然
公
園
と
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る
の

で
、
本
来
は
木
を
伐
採
し
て
ゴ
ム
の
木
を
植
林

す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
天
然
ゴ

ム
に
代
わ
る
新
た
な
収
入
源
を
作
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
の
が
、
現
地
の
要
望
の
一
つ
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
私
は
現
地
に
進
出
し
て
い
た
日
系
企

業
の
助
力
を
仰
ぎ
、
手
芸
品
作
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
思
い
つ
き
ま
し
た
。
あ
る
企
業
に
お
願
い
に

伺
う
と
、
二
つ
返
事
で
ミ
シ
ン
を
提
供
し
て
く
れ

た
の
で
す
。
決
断
の
ス
ピ
ー
ド
感
は
、
や
は
り
民

間
企
業
な
ら
で
は
の
も
の
。
民
間
企
業
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、
社
会
に
大
き
な
利

益
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
と
確
信
し
た
の
は
、
こ
の

時
で
す
。

　

こ
う
し
て
協
力
隊
の
活
動
に
打
ち
込
ん
で
い
た

こ
ろ
に
、
お
世
話
に
な
っ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
の
方

に
中
小
企
業
連
携
の
仕
事
が
あ
る
と
勧
め
ら
れ
、

帰
国
後
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
就
職
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
仕
事
は
、
中
小
企
業
の
提
案
を
受
け
、

そ
の
企
業
の
技
術
や
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
進
出

し
た
い
国
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
で
す
。
企
業

が
持
つ
製
品
を
、
現
地
の
事
情
に
合
わ
せ
て
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
し
、
課
題
解
決
に
生
か
す
の
で
す
が
、

企
業
の
力
や
技
術
に
は
よ
く
感
心
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

例
え
ば
、
日
本
で
は
マ
グ
ロ
漁
の
際
、
船
を
走

ら
せ
な
が
ら
漁
を
し
ま
す
が
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
燃

料
代
を
節
約
す
る
た
め
に
船
を
止
め
て
漁
を
す

る
の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た
日
本
側
の
企
業
が
、

す
ぐ
に
ベ
ト
ナ
ム
の
事
情
に
合
わ
せ
た
マ
グ
ロ

漁
獲
用
機
材
の
開
発
に
踏
み
切
り
、
交
渉
の
中
で

い
つ
し
か
国
境
を
超
え
た〝
漁
師
〞と
し
て
の
関
係

を
築
い
て
い
る
の
は
驚
き
で
し
た
。

　

現
地
の
ニ
ー
ズ
を
即
座
に
反
映
す
る
に
は
、
企

業
の
機
動
性
や
柔
軟
性
は
も
ち
ろ
ん
、
現
地
の
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
事
務
所
や
J
I
C
A
専
門
家
の
視
点
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
国
内
各
地
に
あ
る
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

国
内
機
関
が
広
報
活
動
を
展
開
し
、
優
れ
た
技
術

を
持
つ
地
元
企
業
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
こ
と
も

後
押
し
し
て
い
ま
す
。
地
元
に
詳
し
い
国
内
機
関
、

現
地
事
情
に
詳
し
い
現
地
事
務
所
、
専
門
的
課
題

に
詳
し
い
専
門
家
や
職
員
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
プ

ロ
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
、
課
題
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民
間
企
業
の
力
を
開
発
課
題
の
解
決
に

生
か
し
た
い

協力隊として、マレーシアの山奥に住む村の女性たちに手芸品作りの指導をしていた不
動田さん

From Headquarters

の
解
決
方
法
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
中
小
企
業
支
援
は
２
０
１
２
年
に

始
ま
り
、
今
は
先
達
が
作
り
上
げ
て
き
た
シ
ス
テ

ム
の
中
身
を
充
実
さ
せ
る
時
期
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
企
業
に
と
っ
て
、
利
益
の
確
保
と
開
発
課

題
の
解
決
を
両
立
す
る
の
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
は
企
業
の
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
や

共
通
価
値
の
創
造
（
Ｃ
Ｓ
Ｖ
）
と
い
う
考
え
方
が

広
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
専
門
的
な
研
究
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
。
こ
の
分
野
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

な
ど
を
通
じ
て
、
知
見
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 大学卒業後、広告代理店に勤

務。民間企業の力と社会貢献
を両立させることを目指し、青年
海外協力隊でマレーシアへ。
村落開発隊員として活動後、
2014年より現職。

JICA国内事業部
中小企業支援事業課

主任調査役

不動田 朋浩
FUDOUTA Tomohiro

インドで日本企業からイチゴ栽培の技術指導を受ける現地の人たちと

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
時
代
に
企
業
と
連
携

そ
の
成
果
が
活
動
を
後
押
し

日
本
企
業
の
技
術
を
生
か
し

開
発
課
題
を
解
い
て
い
く
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北
岡
伸
一
J
I
C
A
理
事
長
は
、
３
月
１

日
か
ら
４
日
に
か
け
て
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
訪
問

し
、
ベ
ニ
グ
ノ
・
ア
キ
ノ
３
世
大
統
領
と
会

談
し
た
ほ
か
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
で
実
施
中
の

J
I
C
A
事
業
の
起
工
式
に
出
席
し
ま
し
た
。

　

ア
キ
ノ
大
統
領
は
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
影

響
地
域
に
対
す
る
J
I
C
A
の
支
援
に
謝
辞

を
述
べ
る
と
と
も
に
、
同
地
域
の
包
括
的
和

平
合
意
が
次
期
政
権
で
も
継
続
さ
れ
、
早
期

に
新
自
治
政
府
の
基
礎
と
な
る
バ
ン
サ
モ
ロ

基
本
法
が
成
立
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強
調
。

加
え
て
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
の
「
南
北
通
勤
鉄

道
事
業
」
な
ど
に
言
及
し
、
同
国
の
持
続
的

な
成
長
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
不
可
欠
だ
と
の
見
解
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
北
岡
理
事
長
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
北

コ
タ
バ
ト
州
ア
ラ
マ
ダ
町
を
訪
問
し
、
無
償

資
金
協
力
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
紛
争
影
響
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
計
画
」
に
基
づ
い
て
整
備
・

改
修
が
行
わ
れ
る
道
路
の
起
工
式
に
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
農
村
と
市
場
を
つ
な
ぐ
道

路
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
農
産
物
の
輸
送
効

率
の
改
善
や
、
住
民
の
生
活
改
善
を
目
指
す

も
の
で
す
。さ
ら
に
、利
便
性
の
向
上
に
よ
り
、

地
域
の
ム
ス
リ
ム
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
先
住

民
族
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
集
落
間
の
往
来

が
増
え
、
宗
教
を
超
え
た
平
和
的
共
存
に
寄

与
す
る
事
業
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

北
岡
理
事
長
は
起
工
式
で
、
こ
れ
ま
で
の

和
平
プ
ロ
セ
ス
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
ミ

ン
ダ
ナ
オ
の
平
和
定
着
の
た
め
に
J
I
C
A

が
現
地
の
人
々
に
寄
り
添
い
な
が
ら
支
援
を

続
け
て
い
く
こ
と
を
表
明
。
バ
ン
サ
モ
ロ
開

発
庁
の
モ
ハ
マ
ド
・
ヤ
コ
ブ
事
務
局
長
は
、「
待

ち
望
ん
で
い
た
事
業
の
起
工
式
を
迎
え
ら
れ

て
夢
が
か
な
っ
た
」
と
喜
び
を
表
し
、
和
平

プ
ロ
セ
ス
の
継
続
と
経
済
社
会
開
発
の
推
進

に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
岡
理
事
長
は
、
モ
ロ
・
イ
ス

ラ
ム
解
放
戦
線
（
M
I
L
F
）
の
ジ
ャ
ー
フ

ァ
ー
第
一
副
議
長
ら
と
も
会
談
し
、
今
後
の

課
題
や
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
沿
岸
警
備
隊
を
訪

れ
、
過
去
に
供
与
し
た
通
信
シ
ス
テ
ム
や
設

標
船
な
ど
を
視
察
し
、
日
本
に
よ
る
長
年
の

協
力
が
同
国
の
海
上
保
安
能
力
強
化
に
貢
献

し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

北岡理事長がフィリピンを訪問　平和定着の重要性を再確認 01

03フィジーのサイクロン被害に国際緊急援助
　

２
月
20
日
に
フ
ィ
ジ
ー
に
上
陸
し
た
大

型
サ
イ
ク
ロ
ン
「
ウ
ィ
ン
ス
ト
ン
」
の
被

害
に
対
し
て
J
I
C
A
が
供
与
し
た
緊
急

援
助
物
資
が
同
国
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

緊
急
援
助
物
資
の
第
一
便
は
、
２
月
26

日
に
同
国
西
部
の
ナ
ン
デ
ィ
空
港
に
到

着
。
翌
27
日
午
前
11
時
よ
り
、
同
空
港
で

物
資
引
き
渡
し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
引

き
渡
し
式
に
は
、
フ
ィ
ジ
ー
側
か
ら
マ
ナ

サ
・
タ
ン
ギ
ザ
キ
ン
バ
ウ
西
部
行
政
区
長

官
が
、
日
本
側
か
ら
は
、
中
郡
錦
蔵
在
フ

ィ
ジ
ー
日
本
国
臨
時
代
理
大
使
と
澤
田
寛

之
J
I
C
A
フ
ィ
ジ
ー
事
務
所
長
ら
が
出

席
し
て
い
ま
す
。

　

中
郡
臨
時
代
理
大
使
は
引
き
渡
し
式

で
、
被
災
者
に
対
す
る
お
見
舞
い
の
言
葉

と
と
も
に
、
一
刻
も
早
く
人
々
が
安
定
し

た
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
願
う
旨
を
述

べ
ま
し
た
。
一
方
、
タ
ン
ギ
ザ
キ
ン
バ
ウ

西
部
行
政
区
長
官
は
、
迅
速
な
支
援
に
感

謝
し
、
物
資
を
計
画
的
に
配
布
し
て
い
く

こ
と
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

今
回
供
与
し
た
援
助
物
資
は
、
同
国
の

国
家
災
害
管
理
局
と
災
害
対
策
本
部
を
通

じ
て
、
被
災
者
に
届
け
ら
れ
ま
す
。

02　モロッコでインクルーシブな農業振興を支援
　

J
I
C
A
は
3
月
4
日
、
モ
ロ
ッ
コ
政
府
と

の
間
で
「
緑
の
モ
ロ
ッ
コ
計
画
（
農
業
セ
ク
タ

ー
改
革
）
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
対
象
に

1
6
3
億
4
7
0
0
万
円
を
限
度
と
す
る
円
借

款
貸
付
契
約
に
調
印
し
ま
し
た
。

　

モ
ロ
ッ
コ
経
済
に
お
い
て
農
業
は
重
要
な
セ

ク
タ
ー
で
す
が
、
多
く
は
雨
水
に
頼
る
小
規
模

農
家
で
、
干
ば
つ
時
に
は
収
穫
量
が
通
常
の
半

分
程
度
に
落
ち
込
む
な
ど
、
生
産
高
は
不
安
定

で
す
。
加
え
て
、
地
方
農
村
部
は
、
同
国
の
貧

困
人
口
の
大
半
を
抱
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一

層
の
雇
用
創
出
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ（
包
摂
的
）

な
農
業
振
興
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
調
印
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
2
0
2
0

年
を
目
標
に
同
国
政
府
が
進
め
る
「
緑
の
モ
ロ

ッ
コ
計
画
」
に
て
定
め
ら
れ
て
い
る
２
つ
の
目

標
の
う
ち
、「
小
規
模
農
家
の
経
済
シ
ス
テ
ム

へ
の
参
加
促
進
」
を
政
策
改
革
支
援
型
の
円
借

款
を
通
じ
て
支
援
す
る
も
の
で
す
。
若
年
層
、

女
性
な
ど
の
経
済
参
画
を
促
す
イ
ン
ク
ル
ー
シ

ブ
な
農
業
振
興
を
図
り
、
持
続
的
な
経
済
成
長

を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
構
築
さ
れ
た
複

数
の
協
力
ス
キ
ー
ム
を
活
用
し
、
J
I
C
A
は

引
き
続
き
同
国
の
農
業
セ
ク
タ
ー
改
革
を
促
進

し
て
い
き
ま
す
。 

引き渡し式の様子（左から中郡臨時代理大使、タンギ
ザキンバウ西部行政区長官、澤田所長）

署名を取り交わす戸島モロッコ事務所長（左）とブーサ
イド経済・財政大臣（中央）

ミンダナオの道路起工式典でスピーチを行う北岡理
事長

ジャーファーMILF副議長（前列右から二人目）と握手
する北岡理事長

な
か
ぐ
ん
き
ん
ぞ
う



　羽
咋
市
は
�
日
本
海
に
突
出
す
る
石

川
県
・
能
登
半
島
の
根
元
の
西
側
に
位

置
し
�
邑
知
潟
低
地
の
平
野
部
を
囲
ん

で
海
手
山
手
に
集
散
し
て
い
ま
す
�
金

沢
の
市
街
地
か
ら
は
�
J
R
七
尾
線
で

約
１
時
間
�
人
口
２
万
２
６
０
０
人
ほ

ど
の
小
さ
な
市
で
す
�

　そ
ん
な
私
た
ち
の
市
が
一
躍
脚
光
を

浴
び
る
き
�
か
け
と
な
�
た
の
が
�
過

疎
化
に
悩
ま
さ
れ
�
限
界
集
落
と
言
わ

れ
た
神
子
原
地
区
で
作
ら
れ
る
〝
神
子

原
米
〞
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
成
功
で
し
た
�

そ
の
ス
ト
�
リ
�
を
描
い
た
T
B
S
系

ド
ラ
マ
﹁
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
﹂
を
ご
覧
に

な
�
た
方
も
多
い
で
し
�
う
�

　神
子
原
地
区
は
�
神
子
原
町
・
千
石

町
・
菅
池
町
の
３
つ
の
集
落
か
ら
な
る

人
口
わ
ず
か
４
４
０
人
ほ
ど
の
地
域

で
�
高
齢
化
も
進
み
�
活
気
を
失
�
て

い
ま
し
た
�
当
時
の
市
長
は
�﹁
羽
咋

市
に
あ
る
も
の
を
使
�
て
�
ブ
ラ
ン
ド

を
つ
く
ろ
う
﹂
と
う
た
�
て
お
り
�
当

時
�
羽
咋
市
役
所
の
農
林
水
産
課
に
勤

務
し
て
い
た
高
野
誠
鮮
が
�
神
子
原
地

区
の
棚
田
で
�
生
活
排
水
の
混
入
し
な

い
き
れ
い
な
水
を
使
�
て
作
ら
れ
る

﹁
神
子
原
米
﹂
に
目
を
付
け
た
の
で
す
�

　実
は
�﹁
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
村
﹂
に
は
フ

�
ク
シ
�
ン
の
部
分
も
多
い
の
で
す
が
�

高
野
は
実
際
に
神
子
原
米
と
い
う
名
前

か
ら
�﹁
神
の
子
が
宿
る
地
で
作
ら
れ
る

米
﹂
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
�
ン
グ
を
進
め

ま
し
た
�
持
ち
前
の
行
動
力
で
在
日
バ

チ
カ
ン
大
使
館
に
手
紙
を
送
り
続
け
�

つ
い
に
は
ロ
�
マ
法
王
に
神
子
原
米
を

献
上
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
す
�

　一
番
難
し
か
�
た
の
は
�
地
元
の

人
々
の
意
識
を
変
え
る
こ
と
だ
�
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
�
集
落
の
住
民
か
ら
は

当
初
�﹁
本
当
に
高
く
売
れ
る
の
か
﹂
と

い
う
不
安
や
た
め
ら
い
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
�
そ
こ
で
�
都
市
部
の
人
々
を

呼
び
込
ん
で
�
農
業
体
験
な
ど
を
通
し

て
�
少
し
ず
つ
神
子
原
米
の
認
知
を
広

め
て
い
き
ま
し
た
�

　ま
た
�
ブ
ラ
ン
デ
�
ン
グ
に
際
し
て

重
要
だ
�
た
の
は
�〝
タ
�
ゲ
�
ト
を
絞

る
こ
と
〞
と
〝
他
と
の
違
い
を
押
し
出

す
こ
と
〞
で
し
た
�
タ
�
ゲ
�
ト
を
決

め
る
上
で
は
�
あ
こ
が
れ
を
喚
起
す
る

こ
と
も
重
要
な
戦
略
と
考
え
�
あ
え
て
�

ロ
�
マ
法
王
と
い
う
不
可
能
に
も
思
え

る
ほ
ど
高
い
目
標
を
設
定
し
た
の
で

す
�
加
え
て
�
生
活
排
水
の
入
ら
な
い

き
れ
い
な
水
を
使
う
の
は
�
平
野
部
で

は
な
か
な
か
真
似
で
き
な
い
こ
と
で
す

か
ら
�
神
子
原
米
の
特
長
と
し
て
差
別

化
が
で
き
た
わ
け
で
す
�

　ロ
�
マ
法
王
に
献
上
さ
れ
た
米
と
し

て
神
子
原
米
は
有
名
に
な
り
ま
し
た

が
�
行
政
と
し
て
は
手
放
し
で
喜
ん
で

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
�
他
の
地
域

を
含
め
た
羽
咋
市
全
体
を
ど
う
活
性
化

す
る
の
か
―
―
�
そ
こ
で
今
年
度
か
ら

本
格
的
に
始
め
た
の
が
�〝
自
然
栽
培
〞

の
推
進
で
す
�

　近
年
�
有
機
栽
培
や
無
農
薬
栽
培
が

注
目
を
集
め
て
い
ま
す
が
�
例
え
ば
ブ

タ
の
ふ
ん
を
堆
肥
に
使
う
場
合
�
そ
の

ブ
タ
が
食
べ
る
飼
料
に
は
化
学
品
が
入

�
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
�
自
然
栽
培
と
は
�
そ
の
よ
う
な
肥

料
も
農
薬
も
一
切
使
わ
ず
�
自
然
の
ま

ま
作
物
を
育
て
る
農
法
な
の
で
す
�

　私
た
ち
は
�
将
来
的
に
は
羽
咋
市
が

自
然
栽
培
の
聖
地
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
�
市
全
体
で
一
丸
と
な
�
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
�
そ
の
象
徴
と
も
言
え

る
の
が
�
農
業
協
同
組
合
︵
J
A
︶
と

の
連
携
で
す
�
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
販

売
も
行
�
て
い
る
J
A
の
協
力
が
実
現

し
た
背
景
に
は
�
地
元
�﹁
能
登
の
里

山
里
海
﹂
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
こ
と
も
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
�

　世
界
農
業
遺
産
︵
G
I
A
H
S
︶
と

は
�
そ
の
土
地
の
環
境
を
生
か
し
た
伝

統
的
な
農
業
・
農
法
や
�
生
物
多
様
性

が
守
ら
れ
た
土
地
利
用
�
農
村
文
化
な

ど
を
持
つ
地
域
を
後
世
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
目
的
に
国
連
食
糧
農
業
機
関
が
創

設
し
た
も
の
で
す
�﹁
能
登
の
里
山
里

海
﹂
は
�
２
０
１
１
年
６
月
に
日
本
で

初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
�

　能
登
の
農
村
文
化
の
中
心
に
は
�
昔

の
人
口
を
増
や
し
�
活
気
を
取
り
戻
す

こ
と
で
す
�
移
住
者
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
た
こ
と
に
よ
り
�
神
子
原
地
区
に

あ
る
菅
池
町
に
は
３
人
の
若
者
が
移
り

住
み
�
家
庭
を
築
い
て
く
れ
ま
し
た
�

そ
の
内
２
組
は
自
然
栽
培
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
�
こ
う
し
て
菅
池
町
は
�

人
口
の
50
％
以
上
が
65
歳
以
上
と
い
う

限
界
集
落
か
ら
脱
却
し
�
集
落
の
祭
り

も
復
活
し
た
の
で
す
�

　今
年
度
か
ら
は
�
総
務
省
の
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
事
業
を
活
用
し
�
都
市

圏
か
ら
若
い
人
材
を
受
け
入
れ
て
�
自

然
栽
培
の
実
践
や
普
及
推
進
�
獣
害
が

問
題
と
な
�
て
い
る
イ
ノ
シ
シ
の
肉
の

加
工
や
皮
を
使
�
た
製
品
作
り
に
挑
戦

し
て
も
ら
�
て
い
ま
す
�

　新
し
い
住
民
の
力
を
借
り
な
が
ら
�

次
の
世
代
に
文
化
を
受
け
継
い
で
い
く

こ
と
が
�
日
本
の
美
し
い
農
村
を
輝
か

せ
続
け
る
道
な
の
で
は
な
い
で
し
�
う

か
�

か
ら
た
め
池
が
あ
り
ま
す
�
そ
こ
か
ら

水
路
で
田
畑
に
水
を
引
く
の
で
�
季
節

に
よ
�
て
�
た
め
池
の
水
位
が
変
化
し
�

さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
の
す
み
か
と
な
�

て
い
ま
す
�
人
間
に
と
�
て
も
�
古
く

は
�
た
め
池
を
単
位
に
集
落
の
共
同
体

が
形
成
さ
れ
�
池
を
管
理
す
る
た
め
の

ル
�
ル
作
り
か
ら
文
化
が
生
ま
れ
�
そ

う
し
て
�
能
登
を
代
表
す
る
農
耕
の
祭

り
﹁
あ
え
の
こ
と
﹂
な
ど
が
現
在
ま
で

受
け
継
が
れ
て
き
た
の
で
す
�

　こ
う
し
た
農
村
文
化
や
生
物
の
多
様

性
を
生
ん
だ
農
業
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の

が
地
域
の
宝
と
し
て
認
め
ら
れ
た
―
―

そ
れ
こ
そ
が
�
能
登
の
里
山
里
海
の
魅

力
で
し
�
う
�
世
界
農
業
遺
産
は
�
ま

だ
ま
だ
知
名
度
が
低
い
の
で
�
ぜ
ひ
皆

さ
ん
に
も
覚
え
て
も
ら
い
�
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
�

　観
光
地
と
し
て
の
魅
力
向
上
も
も
ち

ろ
ん
で
す
が
�
私
た
ち
が
真
に
目
指
す

の
は
地
域
の
創
生
�
つ
ま
り
�
羽
咋
市

29 限
界
集
落
で
生
ま
れ
た
米

ロ
ー
マ
法
王
の
も
と
へ

世
界
農
業
遺
産
の
地
に

人
々
を
呼
び
寄
せ
る

は
く
い

お
う  

ち   

が
た

み    

こ   

は
ら

じ
�
う
せ
ん

〈
P
r
o
f
i
l
e
〉

し
み
ず
・
よ
し
ろ
う

１
９
８
８
年
羽
咋
市
役
所
に
就
職
。
税
務
課

や
健
康
福
祉
課
、
環
境
安
全
課
な
ど
を
経
て
、

現
在
は
、
農
林
水
産
課
課
長
補
佐
と
し
て
、

農
業
振
興
や
６
次
産
業
化
対
策
な
ど
を
担
当

す
る
他
、
商
工
観
光
課
を
兼
務
。
農
林
水
産

課
在
籍
通
算
10
年
目
。

神子原地区の棚田は、区画整理
された四角い形が特徴だ

同じく世界農業遺産に登録されているフィリピン・イフガオ州とも交流がある

自然栽培農業に取り組む神子原地区
菅池町への移住者

創
生 

｜
地
元
の
魅
力
に
目
を
向
け
る

清
水 
吉
朗

羽
咋
市
役
所
　産
業
建
設
部
農
林
水
産
課
　課
長
補
佐

は
く
い

ジ
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　外務省では、将来、国際機関
の正規職員として勤務することを
志す国民を、原則として２年間、各
機関に派遣し、国際専門職として
必要な知識・経験を積む機会を提
供する「ジュニア・プロフェッショナ
ル・オフィサー（ＪＰＯ）派遣制度」を実施しています。その選考の
ための「ＪＰＯ派遣候補者選考試験」の応募受付を４月１日から
開始しました。
　応募資格は、①35歳以下、②修士号を取得または取得見込
み、③２年以上の職務経験、④英語で職務遂行可能、⑤将来
にわたって国際機関で働く意志を持つ―、の全てを満たす日本
国籍保持者です。
　第一次審査は書類選考のみで、選考通過者は第二次審査に
進みます。第二次審査は、東京、ニューヨーク、ジュネーブの３つ
の会場で試験を実施します（国連開発計画（ＵＮＤＰ）および国
連世界食糧計画（ＷＦＰ）志望者は電話での試験となる予定）。

JPO派遣制度を通じて国連児童
基金（UNICEF）グアテマラ事務
所に派遣された青少年開発担当
官の福田由紀さん（右から２人目）

＜出願受付期間＞
2016年４月１日（金）から５月９日（月）まで

＜提出書類＞
和文応募用紙/ 英文応募用紙/ TOEFL（iBTまたはPBT）

　あるいはIELTSのスコア証明書※

　 ※応募締切日からさかのぼって２年以内に受験したスコアのみ有効

詳細は、外務省国際機関人事センターのホームページ
「JPO派遣候補者選考試験」の「募集要項」
http://www.mofa-irc.go.jp/jpo/boshu.html
を参照ください。

世界を舞台に
活躍しよう！

藁谷 栄
WARATANI Sakae

外務省　国際協力局
開発協力総括課　上席専門官

在モンゴル大使館での専門調査員、中小企業勤務を経て、1994年
に外務省入省。その後、再度のモンゴル勤務では草の根無償資金
協力などを担当。外務省経済協力局で東アジア・東南アジア地域
の技術協力を担当し、2015年３月から現職。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　いいえ、国だけではありません。諸外国との交流
には、国レベルの経済交流だけでなく、企業による
開発途上国への協力から、自治体の姉妹都市提携
まで、さまざまなかたちがあります。国にとって、地
方は外交を進める上での重要なパートナーであ
り、外務省には地方連携推進室という部署も設置
されているのですよ。
　地方には、保健医療や上下水道、廃棄物管理な
ど幅広い分野で素晴らしい技術やノウハウを持っ
た自治体や中小企業、大学、NGOなど、さまざまな

外交や開発協力って国の役目ではないの？

A1.

地方はどのように開発協力　　   に参加しているの？

Q1.

アクターがいます。彼らの知見は、多くの課題を抱
える開発途上国にとって有益です。一方、海外との
交流を深めることは、地方のアクターにとっても、
事業拡大や人材育成といった観点から重要なの
です。
　そこで、外務省では、ODA（政府開発援助）を活
用したあらゆる協力のスキームを提供することで、
そのマッチングを図っています。これにより、途上
国の課題解決を目指す中で、地域の振興が実現し
ているのです。

　外務省とJICAは、地方自治体関係の方には「自治
体連携強化セミナー」、中小企業関係の方には
「ODAを活用した中小企業海外展開支援セミナー」
などを開催しています。
　これらのセミナーでは、地方から開発途上国に事
業を展開する際に、どのようにODA事業を活用で
きるか、用意されているメニューを解説し、自治体
や中小企業の海外展開例を共有することで、効果
的な活用につなげてもらうことを狙いとしていま
す。今後も、各地の素晴らしい技術やノウハウを世

参加したいけど、どこで情報を集めたらいいの？

　山口県の多機能フィルター株式会社の事例を紹介
しましょう。同社の「多機能フィルター」は、豪雨・洪水
被害や、火山の噴火による荒廃地の土壌保全と緑化
に役立つだけでなく、土砂崩れに対する防災機能も
備えた製品です。インドネシアでは、地震、洪水、噴火
などの自然災害や、大規模な資源開発による森林破
壊が問題となっており、同社は外務省とJICAの支援
の下、ODA事業として、自社製品を生かした実証事業
を実施しました。土壌保全能力の最も高いSP-60と
いう商品がバリ島にあるバトゥ－ル山周辺の荒廃地
で使用され、環境修復に効果を発揮しています。

A2.

Q2.

A3.

Q3.

　近年は、特に中小企業の活動が活発です。中小企
業の活躍を通じた地域の活性化は政府の重要施策
の一つでもあり、外務省では、2012年から「ODAを活
用した中小企業等の海外展開支援」事業を実施して
います。
　このスキームの狙いは、中小企業が自社の製品や
ノウハウを途上国の課題解決に生かしながら、同時
に海外展開の可能性も広げていくことです。企業に
は自社の製品・技術などが途上国の開発に活用され
る可能性やその実証・普及方法を検討する調査・事
業などを行ってもらいます。

テーマ

地方の自治体や
企業との連携

多機能フィルターのSP-60の施工か
ら半年たち、バトゥ－ル山周辺の荒
廃地には緑が戻り始めた
（提供：多機能フィルター株式会社）

JICA主催による大阪市での地方
連携セミナー（提供：JICA）

界の開発課題の解決に生かしていけるよう、複数
の地域でセミナーを開催していく予定です。
　これらの事業に関心のある
方は、外務省ホームページの
トップページで、「自治体」もし
くは「中小企業」と検索してみ
てください。事業の概要や過去
の事例の他、リンクからJICAの
関連ページをご覧いただくこ
ともできます。

1
日本は、国と地方

の総合力で

開発協力や外交
を展開

2
中小企業や自治

体も技術や

ノウハウを生かし
て

ODA事業に参加
している

3
外務省は自治体

や企業向けの

セミナーを各地で
開催
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世界自然遺産に登録されているオカバンゴ・デルタ。
11～４月に源流部に降った雨が５カ月間かけてこの
地に到達するため、５月ごろから増水し、８～９月に最
高水位に達する。この時期、乾期の真っ最中である
カラハリ砂漠の中で、デルタはまさに楽園となる

二つの 世界遺産を求めて
 ―― アフリカの秘境国を行く

地球ギャラリー vol.91

地球ギャラリー vol.91

鈴
木 

革
（
す
ず
き 

か
く
）

１
９
５
６
年
秋
田
県
生
ま
れ
。
85
年
の
開
放
間
も
な
い
チ
ベ
ッ
ト

の
取
材
を
皮
切
り
に
、
以
来
、
開
発
途
上
国
や
秘
境
を
中
心
に
50

カ
国
以
上
、
２
０
０
件
近
く
の
世
界
遺
産
を
訪
れ
る
。
著
書
に
、

森
谷
公
俊
氏
（
歴
史
学
者
）
と
の
共
著
『
図
説 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
大
王
』（
河
出
書
房
新
社
）
が
あ
る
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
の
旅
は
「
カ
ラ
ハ
リ
の
戦
い
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
い
や
、
そ
も

そ
も
勝
ち
目
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
「
洗
礼
」
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
近

年
で
は
日
本
発
の
高
額
ツ
ア
ー
も
催
行
さ
れ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
交
通
イ
ン

フ
ラ
が
乏
し
い
国
な
の
で
、
旅
に
は
自
前
の
交
通
手
段
、
そ
れ
も
頑
丈
な
四
輪

駆
動
車
が
要
る
。
目
的
地
ま
で
、
地
平
線
に
消
え
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
を
数
百

キ
ロ
、
時
に
千
キ
ロ
以
上
も
走
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
砂
深
い
悪
路
が
待
っ

て
い
る
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
変
化
し
な
い
茫
漠
た
る
風
景
に
う
ん
ざ
り
し
、

時
に
道
を
ふ
さ
ぐ
ウ
シ
の
群
れ
や
野
生
動
物
の
飛
び
出
し
に
肝
を
冷
や
す
。
悪

路
で
は
、
身
体
が
痺
れ
そ
う
な
振
動
や
尻
が
跳
ね
る
ほ
ど
の
揺
れ
、
そ
れ
に
容

赦
な
く
目
や
鼻
口
に
侵
入
す
る
砂
の
パ
ウ
ダ
ー
に
閉
口
す
る
。
だ
が
「
洗
礼
」

の
先
に
、
地
球
最
上
の
絶
景
が
あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
南
部
に
あ
る
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
北
に

あ
る
内
陸
国
で
、
日
本
の
約
１
・
５
倍
に
あ
た
る
57
万
平
方
キ
ロ
の
国
土
に
、

カラハリ砂漠の真ん中にあるゼレ村は、住
民の生活向上や自然保護のために、政府
が狩猟採集民族の再定住地として設けた
新しい村である。ブッシュマンと呼ばれる先
住民やその混血など400人が暮らす

オカバンゴ･デルタに到達した川の水は最終的には蒸発する。内
部には無数の水脈が走り、陸路のアクセスは限られるため、超高
級ロッジには自家用飛行機の滑走路が併設されている

　
と
こ
ろ
で
、
意
外
な
こ
と
に
カ
ラ
ハ
リ
に
は
数
万
年
に
及
ぶ
人
類
の
歴
史
が

あ
る
。
今
で
は
少
数
民
族
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
サ
ン
族
、
通
称
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン

と
呼
ば
れ
る
先
住
民
は
、
紀
元
前
か
ら
こ
の
地
で
狩
猟
採
集
生
活
を
営
ん
で
き

た
。
か
つ
て
入
植
者
は
そ
の
暮
ら
し
を
「
原
始
的
」
と
見
下
し
て
い
た
が
、
人

類
学
と
考
古
学
の
研
究
が
、
彼
ら
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
思
想
・

文
化
、
そ
し
て
自
然
学
に
お
け
る
超
人
的
な
博
識
を
明
ら
か
に
し
て
、
侮
蔑
的

な
評
価
は
一
変
し
た
。
そ
の
最
高
の
歴
史
的
証
拠
が
、
４
５
０
０
点
も
の
古
代

岩
絵
を
残
す
ツ
ォ
デ
ィ
ロ
・
ヒ
ル
ズ
で
あ
る
。
ツ
ォ
デ
ィ
ロ
は
カ
ラ
ハ
リ
の
大

平
原
に
そ
び
え
立
つ
孤
高
の
山
塊
で
、
太
古
か
ら
聖
山
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き

た
。
岩
に
絵
を
描
く
こ
と
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
重
要
な
所
作
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ
多
く
の
謎
を
秘
め
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
最
後
に
な
る
が
、
以
前
、
日
本
で
ボ
ツ
ワ
ナ
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

２
０
０
２
年
、
長
引
く
不
況
で
日
本
国
債
の
格
付
け
が
下
が
り
、
政
界
で
「
ア

フ
リ
カ
の
国
よ
り
低
い
」と
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の「
ア
フ
リ
カ
の
国
」

が
ボ
ツ
ワ
ナ
で
あ
っ
た
。
実
は
ボ
ツ
ワ
ナ
は
世
界
一
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
産
出
国

で
、
経
済
的
に
非
常
に
安
定
し
た
国
な
の
だ
。
国
は
資
源
の
枯
渇
を
見
据
え
て
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
得
た
収
益
を
学
校
教
育
に
注
ぎ
、
初
等
教
育
の
無
料
化
と
徹

底
化
を
図
っ
て
い
る
。
経
済
的
な
安
定
は
治
安
の
良
さ
も
も
た
ら
し
、
小
国
だ

が
ア
フ
リ
カ
の
優
等
生
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
全
国
民
の
雇
用
を
担
う
産
業
が
育
っ
て
い
な
い
実
情
も
あ

る
。
特
に
農
村
部
で
の
失
業
率
は
50
%
前
後
と
も
言
わ
れ
、
現
金
収
入
の
無
い

人
々
は
国
の
福
祉
を
頼
る
し
か
な
い
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ

の
優
等
生
も
、
周
辺
の
国
々
と
同
じ
く
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

c

d

わ
ず
か
２
０
３
万
人
が
暮
ら
す
小
さ
な
国
だ
。
こ
の
希
薄
な
人
口
の
要
因
に
、

国
土
の
大
半
を
占
め
る
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
広
さ
は
日
本
の

４
倍
と
も
言
わ
れ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
を
中
心
に
周
辺
国
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
砂
漠

と
言
っ
て
も
雨
期
に
は
若
干
の
雨
が
降
り
、
地
表
は
草
原
や
低
木
で
覆
わ
れ
て

い
る
か
ら
、
む
し
ろ
サ
バ
ン
ナ
と
言
う
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。
だ
が
乾
燥
に
加

え
て
平
均
標
高
が
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
た
め
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
非
常
に
厳

し
く
、
人
間
活
動
に
大
き
な
制
約
を
課
し
て
い
る
。

　
こ
の
過
酷
な
大
地
に
あ
っ
て
「
カ
ラ
ハ
リ
の
宝
石
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
、
オ

カ
バ
ン
ゴ
・
デ
ル
タ
。遠
く
北
西
に
あ
る
ア
ン
ゴ
ラ
山
地
の
降
雨
を
集
め
た
川
が
、

千
キ
ロ
以
上
も
流
れ
て
ボ
ツ
ワ
ナ
に
至
り
、
緩
や
か
な
盆
地
状
の
地
形
で
氾
濫

を
起
こ
し
て
で
き
た
珍
し
い
内
陸
デ
ル
タ
（
三
角
州
）
で
あ
る
。
川
は
こ
こ
で

蒸
発
し
て
消
え
る
の
だ
が
、
氾
濫
原
は
四
国
を
凌
ぐ
広
さ
の
緑
豊
か
な
湿
地
帯

に
な
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
野
生
動
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
世
界
の
富
裕
層

の
穴
場
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
ま
さ
に
知
る
人
ぞ
知
る
場
所
で
あ
る
。

［ボツワナ］
写真・文＝鈴木革（写真家）

Botswana
地球ギャラリー vol.91

デルタ東部に位置するモレミ野生動物保護区には四輪駆動車
で入れる。中にはキャンプ場もあるが、近年はアフリカゾウが急増
していて油断大敵だ（下）。突然、大型哺乳類と鉢合わせすること
もあり、あまりの至近距離にお互いに驚かされる（左）

世界文化遺産のツォディロ･ヒルズ。右が主峰のメール･ヒル（男丘）で、奥に見えるフィメール・ヒル
（女丘）には多くの岩絵が残っている。岩絵の歴史は紀元前にさかのぼるとみられているが、現在
残っているものは９世紀から数百年間にわたって描かれたようである

フィメール・ヒルに残っている岩絵の一つ。圧倒的に野生動物の絵が多いが、場所
によってはシンボル化された人間像なども描かれている
車輪型の幾何学文様は、シャーマニズムの印であるというが、いまだ謎を秘めている

［左上］

［右上］

レイコップスから南西に十数キロ離れたゼレ村へと向かう未舗装路。この辺りは低木も生えない草地で、カラハリ砂漠の茫漠とした地平線が広がる

ゼレ村にある小学校。この校舎
には150人の児童がいる。先生
はなかなか厳しく、少々おびえな
がら真剣に授業を受ける1年生
たちがほほ笑ましい

ゼレ村では、持ち回りで担当者を
決めて、パンと飲み物を村民に
配る。担当者は、作業の報酬と
して国から現金を受け取るという
国家の福祉プロジェクトの１つだ

ゼレ村

ツォディロ・ヒルズ

オカバンゴ・デルタ

ボツワナ

マカディカディ塩湖
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ア
フ
リ
カ
南
部
に
あ
る
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
北
に

あ
る
内
陸
国
で
、
日
本
の
約
１
・
５
倍
に
あ
た
る
57
万
平
方
キ
ロ
の
国
土
に
、

カラハリ砂漠の真ん中にあるゼレ村は、住
民の生活向上や自然保護のために、政府
が狩猟採集民族の再定住地として設けた
新しい村である。ブッシュマンと呼ばれる先
住民やその混血など400人が暮らす

オカバンゴ･デルタに到達した川の水は最終的には蒸発する。内
部には無数の水脈が走り、陸路のアクセスは限られるため、超高
級ロッジには自家用飛行機の滑走路が併設されている

　
と
こ
ろ
で
、
意
外
な
こ
と
に
カ
ラ
ハ
リ
に
は
数
万
年
に
及
ぶ
人
類
の
歴
史
が

あ
る
。
今
で
は
少
数
民
族
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
サ
ン
族
、
通
称
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン

と
呼
ば
れ
る
先
住
民
は
、
紀
元
前
か
ら
こ
の
地
で
狩
猟
採
集
生
活
を
営
ん
で
き

た
。
か
つ
て
入
植
者
は
そ
の
暮
ら
し
を
「
原
始
的
」
と
見
下
し
て
い
た
が
、
人

類
学
と
考
古
学
の
研
究
が
、
彼
ら
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
思
想
・

文
化
、
そ
し
て
自
然
学
に
お
け
る
超
人
的
な
博
識
を
明
ら
か
に
し
て
、
侮
蔑
的

な
評
価
は
一
変
し
た
。
そ
の
最
高
の
歴
史
的
証
拠
が
、
４
５
０
０
点
も
の
古
代

岩
絵
を
残
す
ツ
ォ
デ
ィ
ロ
・
ヒ
ル
ズ
で
あ
る
。
ツ
ォ
デ
ィ
ロ
は
カ
ラ
ハ
リ
の
大

平
原
に
そ
び
え
立
つ
孤
高
の
山
塊
で
、
太
古
か
ら
聖
山
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き

た
。
岩
に
絵
を
描
く
こ
と
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
重
要
な
所
作
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ
多
く
の
謎
を
秘
め
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
最
後
に
な
る
が
、
以
前
、
日
本
で
ボ
ツ
ワ
ナ
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

２
０
０
２
年
、
長
引
く
不
況
で
日
本
国
債
の
格
付
け
が
下
が
り
、
政
界
で
「
ア

フ
リ
カ
の
国
よ
り
低
い
」と
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の「
ア
フ
リ
カ
の
国
」

が
ボ
ツ
ワ
ナ
で
あ
っ
た
。
実
は
ボ
ツ
ワ
ナ
は
世
界
一
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
産
出
国

で
、
経
済
的
に
非
常
に
安
定
し
た
国
な
の
だ
。
国
は
資
源
の
枯
渇
を
見
据
え
て
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
得
た
収
益
を
学
校
教
育
に
注
ぎ
、
初
等
教
育
の
無
料
化
と
徹

底
化
を
図
っ
て
い
る
。
経
済
的
な
安
定
は
治
安
の
良
さ
も
も
た
ら
し
、
小
国
だ

が
ア
フ
リ
カ
の
優
等
生
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
全
国
民
の
雇
用
を
担
う
産
業
が
育
っ
て
い
な
い
実
情
も
あ

る
。
特
に
農
村
部
で
の
失
業
率
は
50
%
前
後
と
も
言
わ
れ
、
現
金
収
入
の
無
い

人
々
は
国
の
福
祉
を
頼
る
し
か
な
い
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ

の
優
等
生
も
、
周
辺
の
国
々
と
同
じ
く
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

c

d

わ
ず
か
２
０
３
万
人
が
暮
ら
す
小
さ
な
国
だ
。
こ
の
希
薄
な
人
口
の
要
因
に
、

国
土
の
大
半
を
占
め
る
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
広
さ
は
日
本
の

４
倍
と
も
言
わ
れ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
を
中
心
に
周
辺
国
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
砂
漠

と
言
っ
て
も
雨
期
に
は
若
干
の
雨
が
降
り
、
地
表
は
草
原
や
低
木
で
覆
わ
れ
て

い
る
か
ら
、
む
し
ろ
サ
バ
ン
ナ
と
言
う
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。
だ
が
乾
燥
に
加

え
て
平
均
標
高
が
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
た
め
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
非
常
に
厳

し
く
、
人
間
活
動
に
大
き
な
制
約
を
課
し
て
い
る
。

　
こ
の
過
酷
な
大
地
に
あ
っ
て
「
カ
ラ
ハ
リ
の
宝
石
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
、
オ

カ
バ
ン
ゴ
・
デ
ル
タ
。遠
く
北
西
に
あ
る
ア
ン
ゴ
ラ
山
地
の
降
雨
を
集
め
た
川
が
、

千
キ
ロ
以
上
も
流
れ
て
ボ
ツ
ワ
ナ
に
至
り
、
緩
や
か
な
盆
地
状
の
地
形
で
氾
濫

を
起
こ
し
て
で
き
た
珍
し
い
内
陸
デ
ル
タ
（
三
角
州
）
で
あ
る
。
川
は
こ
こ
で

蒸
発
し
て
消
え
る
の
だ
が
、
氾
濫
原
は
四
国
を
凌
ぐ
広
さ
の
緑
豊
か
な
湿
地
帯

に
な
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
野
生
動
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
世
界
の
富
裕
層

の
穴
場
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
ま
さ
に
知
る
人
ぞ
知
る
場
所
で
あ
る
。

［ボツワナ］
写真・文＝鈴木革（写真家）

Botswana
地球ギャラリー vol.91

デルタ東部に位置するモレミ野生動物保護区には四輪駆動車
で入れる。中にはキャンプ場もあるが、近年はアフリカゾウが急増
していて油断大敵だ（下）。突然、大型哺乳類と鉢合わせすること
もあり、あまりの至近距離にお互いに驚かされる（左）

世界文化遺産のツォディロ･ヒルズ。右が主峰のメール･ヒル（男丘）で、奥に見えるフィメール・ヒル
（女丘）には多くの岩絵が残っている。岩絵の歴史は紀元前にさかのぼるとみられているが、現在
残っているものは９世紀から数百年間にわたって描かれたようである

フィメール・ヒルに残っている岩絵の一つ。圧倒的に野生動物の絵が多いが、場所
によってはシンボル化された人間像なども描かれている
車輪型の幾何学文様は、シャーマニズムの印であるというが、いまだ謎を秘めている

［左上］

［右上］

レイコップスから南西に十数キロ離れたゼレ村へと向かう未舗装路。この辺りは低木も生えない草地で、カラハリ砂漠の茫漠とした地平線が広がる

ゼレ村にある小学校。この校舎
には150人の児童がいる。先生
はなかなか厳しく、少々おびえな
がら真剣に授業を受ける1年生
たちがほほ笑ましい

ゼレ村では、持ち回りで担当者を
決めて、パンと飲み物を村民に
配る。担当者は、作業の報酬と
して国から現金を受け取るという
国家の福祉プロジェクトの１つだ

ゼレ村

ツォディロ・ヒルズ

オカバンゴ・デルタ

ボツワナ

マカディカディ塩湖



世界自然遺産に登録されているオカバンゴ・デルタ。
11～４月に源流部に降った雨が５カ月間かけてこの
地に到達するため、５月ごろから増水し、８～９月に最
高水位に達する。この時期、乾期の真っ最中である
カラハリ砂漠の中で、デルタはまさに楽園となる

二つの 世界遺産を求めて
 ―― アフリカの秘境国を行く

地球ギャラリー vol.91

地球ギャラリー vol.91

鈴
木 

革
（
す
ず
き 

か
く
）

１
９
５
６
年
秋
田
県
生
ま
れ
。
85
年
の
開
放
間
も
な
い
チ
ベ
ッ
ト

の
取
材
を
皮
切
り
に
、
以
来
、
開
発
途
上
国
や
秘
境
を
中
心
に
50

カ
国
以
上
、
２
０
０
件
近
く
の
世
界
遺
産
を
訪
れ
る
。
著
書
に
、

森
谷
公
俊
氏
（
歴
史
学
者
）
と
の
共
著
『
図
説 

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ

ス
大
王
』（
河
出
書
房
新
社
）
が
あ
る
。

　
ボ
ツ
ワ
ナ
の
旅
は
「
カ
ラ
ハ
リ
の
戦
い
」
と
言
っ
て
も
よ
い
。
い
や
、
そ
も

そ
も
勝
ち
目
な
ど
な
い
の
だ
か
ら
「
洗
礼
」
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
近

年
で
は
日
本
発
の
高
額
ツ
ア
ー
も
催
行
さ
れ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
交
通
イ
ン

フ
ラ
が
乏
し
い
国
な
の
で
、
旅
に
は
自
前
の
交
通
手
段
、
そ
れ
も
頑
丈
な
四
輪

駆
動
車
が
要
る
。
目
的
地
ま
で
、
地
平
線
に
消
え
る
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
を
数
百

キ
ロ
、
時
に
千
キ
ロ
以
上
も
走
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
砂
深
い
悪
路
が
待
っ

て
い
る
。
行
け
ど
も
行
け
ど
も
変
化
し
な
い
茫
漠
た
る
風
景
に
う
ん
ざ
り
し
、

時
に
道
を
ふ
さ
ぐ
ウ
シ
の
群
れ
や
野
生
動
物
の
飛
び
出
し
に
肝
を
冷
や
す
。
悪

路
で
は
、
身
体
が
痺
れ
そ
う
な
振
動
や
尻
が
跳
ね
る
ほ
ど
の
揺
れ
、
そ
れ
に
容

赦
な
く
目
や
鼻
口
に
侵
入
す
る
砂
の
パ
ウ
ダ
ー
に
閉
口
す
る
。
だ
が
「
洗
礼
」

の
先
に
、
地
球
最
上
の
絶
景
が
あ
る
。

　
ア
フ
リ
カ
南
部
に
あ
る
ボ
ツ
ワ
ナ
共
和
国
は
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
北
に

あ
る
内
陸
国
で
、
日
本
の
約
１
・
５
倍
に
あ
た
る
57
万
平
方
キ
ロ
の
国
土
に
、

カラハリ砂漠の真ん中にあるゼレ村は、住
民の生活向上や自然保護のために、政府
が狩猟採集民族の再定住地として設けた
新しい村である。ブッシュマンと呼ばれる先
住民やその混血など400人が暮らす

オカバンゴ･デルタに到達した川の水は最終的には蒸発する。内
部には無数の水脈が走り、陸路のアクセスは限られるため、超高
級ロッジには自家用飛行機の滑走路が併設されている

　
と
こ
ろ
で
、
意
外
な
こ
と
に
カ
ラ
ハ
リ
に
は
数
万
年
に
及
ぶ
人
類
の
歴
史
が

あ
る
。
今
で
は
少
数
民
族
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
サ
ン
族
、
通
称
ブ
ッ
シ
ュ
マ
ン

と
呼
ば
れ
る
先
住
民
は
、
紀
元
前
か
ら
こ
の
地
で
狩
猟
採
集
生
活
を
営
ん
で
き

た
。
か
つ
て
入
植
者
は
そ
の
暮
ら
し
を
「
原
始
的
」
と
見
下
し
て
い
た
が
、
人

類
学
と
考
古
学
の
研
究
が
、
彼
ら
の
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
中
心
と
し
た
思
想
・

文
化
、
そ
し
て
自
然
学
に
お
け
る
超
人
的
な
博
識
を
明
ら
か
に
し
て
、
侮
蔑
的

な
評
価
は
一
変
し
た
。
そ
の
最
高
の
歴
史
的
証
拠
が
、
４
５
０
０
点
も
の
古
代

岩
絵
を
残
す
ツ
ォ
デ
ィ
ロ
・
ヒ
ル
ズ
で
あ
る
。
ツ
ォ
デ
ィ
ロ
は
カ
ラ
ハ
リ
の
大

平
原
に
そ
び
え
立
つ
孤
高
の
山
塊
で
、
太
古
か
ら
聖
山
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
き

た
。
岩
に
絵
を
描
く
こ
と
は
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
お
け
る
重
要
な
所
作
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ま
だ
多
く
の
謎
を
秘
め
た
ま
ま
で
あ
る
。

　
最
後
に
な
る
が
、
以
前
、
日
本
で
ボ
ツ
ワ
ナ
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

２
０
０
２
年
、
長
引
く
不
況
で
日
本
国
債
の
格
付
け
が
下
が
り
、
政
界
で
「
ア

フ
リ
カ
の
国
よ
り
低
い
」と
騒
ぎ
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の「
ア
フ
リ
カ
の
国
」

が
ボ
ツ
ワ
ナ
で
あ
っ
た
。
実
は
ボ
ツ
ワ
ナ
は
世
界
一
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
産
出
国

で
、
経
済
的
に
非
常
に
安
定
し
た
国
な
の
だ
。
国
は
資
源
の
枯
渇
を
見
据
え
て
、

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
得
た
収
益
を
学
校
教
育
に
注
ぎ
、
初
等
教
育
の
無
料
化
と
徹

底
化
を
図
っ
て
い
る
。
経
済
的
な
安
定
は
治
安
の
良
さ
も
も
た
ら
し
、
小
国
だ

が
ア
フ
リ
カ
の
優
等
生
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
全
国
民
の
雇
用
を
担
う
産
業
が
育
っ
て
い
な
い
実
情
も
あ

る
。
特
に
農
村
部
で
の
失
業
率
は
50
%
前
後
と
も
言
わ
れ
、
現
金
収
入
の
無
い

人
々
は
国
の
福
祉
を
頼
る
し
か
な
い
貧
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
ア
フ
リ
カ

の
優
等
生
も
、
周
辺
の
国
々
と
同
じ
く
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

c

d

わ
ず
か
２
０
３
万
人
が
暮
ら
す
小
さ
な
国
だ
。
こ
の
希
薄
な
人
口
の
要
因
に
、

国
土
の
大
半
を
占
め
る
カ
ラ
ハ
リ
砂
漠
の
存
在
が
あ
る
。
そ
の
広
さ
は
日
本
の

４
倍
と
も
言
わ
れ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
を
中
心
に
周
辺
国
ま
で
広
が
っ
て
い
る
。
砂
漠

と
言
っ
て
も
雨
期
に
は
若
干
の
雨
が
降
り
、
地
表
は
草
原
や
低
木
で
覆
わ
れ
て

い
る
か
ら
、
む
し
ろ
サ
バ
ン
ナ
と
言
う
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し
い
。
だ
が
乾
燥
に
加

え
て
平
均
標
高
が
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
た
め
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
非
常
に
厳

し
く
、
人
間
活
動
に
大
き
な
制
約
を
課
し
て
い
る
。

　
こ
の
過
酷
な
大
地
に
あ
っ
て
「
カ
ラ
ハ
リ
の
宝
石
」
と
呼
ば
れ
る
の
が
、
オ

カ
バ
ン
ゴ
・
デ
ル
タ
。遠
く
北
西
に
あ
る
ア
ン
ゴ
ラ
山
地
の
降
雨
を
集
め
た
川
が
、

千
キ
ロ
以
上
も
流
れ
て
ボ
ツ
ワ
ナ
に
至
り
、
緩
や
か
な
盆
地
状
の
地
形
で
氾
濫

を
起
こ
し
て
で
き
た
珍
し
い
内
陸
デ
ル
タ
（
三
角
州
）
で
あ
る
。
川
は
こ
こ
で

蒸
発
し
て
消
え
る
の
だ
が
、
氾
濫
原
は
四
国
を
凌
ぐ
広
さ
の
緑
豊
か
な
湿
地
帯

に
な
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
野
生
動
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
、
世
界
の
富
裕
層

の
穴
場
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
、
ま
さ
に
知
る
人
ぞ
知
る
場
所
で
あ
る
。

［ボツワナ］
写真・文＝鈴木革（写真家）

Botswana
地球ギャラリー vol.91

デルタ東部に位置するモレミ野生動物保護区には四輪駆動車
で入れる。中にはキャンプ場もあるが、近年はアフリカゾウが急増
していて油断大敵だ（下）。突然、大型哺乳類と鉢合わせすること
もあり、あまりの至近距離にお互いに驚かされる（左）

世界文化遺産のツォディロ･ヒルズ。右が主峰のメール･ヒル（男丘）で、奥に見えるフィメール・ヒル
（女丘）には多くの岩絵が残っている。岩絵の歴史は紀元前にさかのぼるとみられているが、現在
残っているものは９世紀から数百年間にわたって描かれたようである

フィメール・ヒルに残っている岩絵の一つ。圧倒的に野生動物の絵が多いが、場所
によってはシンボル化された人間像なども描かれている
車輪型の幾何学文様は、シャーマニズムの印であるというが、いまだ謎を秘めている

［左上］

［右上］

レイコップスから南西に十数キロ離れたゼレ村へと向かう未舗装路。この辺りは低木も生えない草地で、カラハリ砂漠の茫漠とした地平線が広がる

ゼレ村にある小学校。この校舎
には150人の児童がいる。先生
はなかなか厳しく、少々おびえな
がら真剣に授業を受ける1年生
たちがほほ笑ましい

ゼレ村では、持ち回りで担当者を
決めて、パンと飲み物を村民に
配る。担当者は、作業の報酬と
して国から現金を受け取るという
国家の福祉プロジェクトの１つだ

ゼレ村

ツォディロ・ヒルズ

オカバンゴ・デルタ

ボツワナ

マカディカディ塩湖



Item

コンテスト前にメイクをしてもらう出場者

事前合宿は泊まり込みで行われ、ウォーキング
などの基本動作を鍛える

ビューティーコンテスト

華やかなイベントと言えば

セスワ＆ケチャップ・マヨネーズ丼

ボツワナ料理と言えば

ボツワナの文化を
知ろう！

　ボツワナのごちそうと言えば、まず欠かせ
ないのがセスワだ。作り方はとてもシンプ
ル。大きめに切った牛肉を熱湯でゆでる。塩
を加えて約２時間、牛肉がほぐれるまで煮詰
めたら完成だ。ボツワナでは何かお祝い事
があれば、鍋いっぱいのセスワが振る舞わ
れる。屋台では、大きなドラム缶を使って調
理している光景を見掛けることもある。
　一方、都市部でよく見かけるごちそうが、
ケチャップとマヨネーズをかけたご飯だ。野

菜や魚など好きな具材を入れて、よくかき混
ぜて頬張る。中には、ケチャップが何から作
られているのか知らない人もいるが、そんな
ことはお構いなし。子どもから大人まで、みん
なが大好きなひと皿だ。
　新宿区に店を構える「Tribes」では、アフ
リカのさまざまな地域の伝統料理やお酒が
楽しめる。事前に予約すれば、料理や国を
リクエストすることもできるそうだ。アフリカの
雰囲気に浸りに、ぜひ一度訪れてみては。

【RE C I P E】

牛肉２kg／塩適量（目安20g）

牛肉を大きめに切り、ひたひたの
水を加える。
塩を加えて強火で煮立たせる。煮
立ったら弱火にして、牛肉がほぐ
れるまで１時間半～２時間ほど
ゆでる。
煮汁を取り除き、木べらを使って
牛肉を細かくほぐす。
取り除いた煮汁を少しかけて混
ぜれば出来上がり。

❶

❷

❸

❹

●材料（4人前）
米１～２kg／スパゲティ（米が足りない場合）500g／
食用油適量／固形コンソメ２～３個／ジャガイモ２
個／ニンジン２個／オイルサーディン１缶／ケチャッ
プ適量／マヨネーズ適量／コショウ適量

●材料（10人前）

沸騰させたお湯に食用油を加え、米を入れる。米の
量が十分でなければ、スパゲティを折って加える。
適当な大きさに切ったジャガイモとニンジンを、固形
コンソメを溶かした水で煮る。
炊けた米を皿によそい、上から❷、オイルサーディ
ン、ケチャップ、マヨネーズをかける。お好みで、❷の
煮汁とコショウをかければ出来上がり。

❶

❷

❸

レシピ協力：NPO法人アフリック・アフリカ

［セスワ］ ［ケチャップ・マヨネーズ丼］

Tribes
〒160-0007
東京都新宿区荒木町7-14 
AXAS四ツ谷三丁目101
営業時間：17:00～24:00
（土曜17:00～23:00、日曜・祝日定休）

電話番号：070-5366-0092
HP：http://www.tribes.jp/

【SHOP INFORMATION】

※セスワとケチャップ・マヨネーズ丼は通常メニューには含まれません

　ボツワナの女性たちは、ビューティーコン
テストが大好き。行政や学校が主催して、
毎年さまざまな場所で開催される。
　その一つが、「ミスRADPコンテスト」だ。
RADPとは、遠隔地の村の自立支援を目
的としたプログラムで、対象の村出身の18
～25歳の女性が出場できる。出場者は
10日間の事前合宿に参加して、ウォーキン
グやパフォーマンスをみっちり練習する。ま
た、生活習慣や健康管理についての講義
を受け、外見だけでなく内面の美しさにも磨
きをかける。
　コンテスト当日は、ドレスを着てのウォー
キングや、民族衣装を着てボツワナの文化
をパフォーマンスで表現する審査が行われ
る。華やかに飾り付けられた会場と、こぞっ
てドレスアップを楽しむ観客が大会を盛り
上げる。そして最終審査の質疑応答を経
て、栄えある「ミスRADP」が決定。優勝者

には賞金約50万円が与えられ、故郷の村
の発展のために活用される。
　美を追求する女性たちが、国を発展させ
る原動力となっているのかもしれない。

地球ギャラリー
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新 着 情 報

B  OOK

会期：４月１日（金）～５月15日（日）、７月28日（木）～８月31日（水）
　　  10:00～17:00（入館は16:30まで、月曜休館）
場所：海外移住と文化の交流センター１階（神戸市中央区）
問：ワンダーアイズプロジェクト（info@wondereyes.org）
　  一般財団法人日伯協会（078-230-2891）
URL：www.wondereyes.org/

2013年／パレスチナ／１時間37分
監督・脚本・製作：ハニ・アブ・アサド
出演：アダム・バクリ、ワリード・ズエイター、リーム・リューバニ他
公開：４月16日（土）角川シネマ新宿、渋谷アップリンク他 全国順次公開
配給：アップリンク

『ワンダーリオ写真展＠神戸』
いよいよ８月５日に開幕するリオデジャネイロオリンピック。ところで、リ
オデジャネイロってどんな場所なんだろう。そんな疑問に答えてくれる
写真展が、リオの姉妹都市である神戸市で開かれる。会場には、リオ
の子どもたちが撮影した作品を中心に、約100点のカラー写真を展
示。現地に暮らす人たちの明るいパワーや素顔、世界文化遺産に登
録されている美しい町並みなど、リオの魅力を存分に感じることができ
る。また、これまで現地に何度も足を運んでいる写真家の永武ひかる
さんによる作品も展示されるほか、臨場感あふれる映像も上映される
予定だ。一足早く、オリンピックへの期待が高まるリオの雰囲気に
浸ってみてはいかがだろうか。 

E  VENT

M  OVIE B  OOK

『人生の折り返し地点で、
僕は少しだけ世界を変えたいと思った。
第２の人生　マラリアに挑む』
一分に一人、子どもが死んでゆく――。アフリカで蚊帳の現地製
造・販売に取り組み、その中で見た光景をきっかけに、マラリア
対策をライフワークに選んだ一人のビジネスマンの物語。ビジネ
スとしての蚊帳販売のエピソードを軸に、アフリカ社会と真っ直
ぐに向き合う視線と熱い思いが込められている。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

水野達男 著
英治出版
1,728円（税込）

『国際協力アクティブ・ラーニング
ワークでつかむグローバルキャリア』
「国際協力の世界で仕事をしたいが、何をしたらいいのか分からな
い」。そう考える人は多いだろう。本書は、援助をめぐる現状やさ
まざまな課題、そして解決方法を整理し、具体的なグループワー
ク課題などを通して考え、理解するための教科書となっている。
理論から現場までを網羅した国際協力の実践入門書。この本を
手に、世界の課題について考えてみてほしい。

佐原隆幸・徳永達己 著
弘文堂
1,944円（税込）

『オマールの壁』
ヨルダン川西岸地区のイスラエル入植地を囲み、パレスチナ人の日
常生活を妨げている分離壁。パレスチナに住むパン職人の青年オ
マールは、監視塔からの銃弾を避けながら、壁をよじ登っては、向こう
側の恋人ナディアのもとに通っていた。占領状態の続くパレスチナに
は、人権も自由もない。こんな毎日を変えようと仲間と共に立ち上がっ
たオマールだが、イスラエル兵殺害容疑で捕らえられてしまう。一生と
らわれの身になるか、裏切者として生きるか――。製作スタッフも撮影
地も全てパレスチナの本作品。パレスチナの今を生き抜く若者たちの
青春を鮮烈に描いている。
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水道
蛇口をひねればきれいな水が出る。日本では当たり前の光景だが、世界
では、水道はおろか安全な水なしで生活している人も。少しでも多くの
人に、安全な水を。日本の自治体や企業が取り組む協力をご紹介します。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
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① キルギスのフェルト製品
② 書籍『人生の折り返し地点で、僕は少しだけ世界を
　 変えたいと思った。 第２の人生　マラリアに挑む』 （p37参照）
③ 書籍『国際協力アクティブ・ラーニング
　   ワークでつかむグローバルキャリア』 （p37参照）
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Vol.90  キルギス

草と木と、羊毛のぬくもり

©Yuki Asada

　かつては遊牧民族だったキルギスの
人々。伝統的な生活の中で、ユルタと呼ば
れる移動用テントの天幕やじゅうたんは、
羊毛で作られていた。ソ連時代の政策で
一つの土地に定住する習慣が生まれた
が、それからも羊毛は重要な輸出品とし
てキルギス人の社会に根付いている。
　キルギス北西部の山岳地帯に広がる
“凍らない湖”、イシククリ湖。この湖をい
ただく高地、イシククリ州での一村一品運
動商品の一つに草木染を施した羊毛フェ
ルトが選ばれた背景には、人 と々羊毛が
つむいできた長い歴史があった。一方、
天然の植物を使う草木染は、キルギスの
人たちにとって新しい技術だ。
　高品質のメリノ種の羊毛とイシククリ州
の自然の恵み。クルミ、タマネギ、アカネ

など地域で採れる材料を使い、暖かな色
に染め上げられた羊毛を、手作業で一つ
一つフェルトに作り上げるのは、地元の人
たち。ニードルで刺したり、石けん水を使
って毛の束を縮めたりするフェルト作り
は、多くの人にとって初体験だ。
　生産者の大多数を占める女性たちの生
き方は、一村一品運動を通して大きく変
わった。これまで社会的地位が低く、嫁
いだ後はずっと家庭を守らなければなら
なかった彼女たちにとって、一村一品運
動という仕事のために胸を張って外出で
きるのは画期的なことだ。また、自分の手
でお金を稼ぎ、家計を助けることで、女性
の家庭内での地位向上につながる。
　キルギスの大地から生まれたフェルト
が、女性たちを暖かく包み、育んでいる。

★キルギスのフェルト製品を1人にプレゼント！
　  →詳細は38ページへ

フェルト作りが女性たちの生活を変えた

★一村一品運動によるイシククリ地域のフェルト製品
　 の販売情報は、eje &（エジェアンド）のFacebook
　 ページで発信中です。
　 https://www.facebook.com/ejeand
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　大学時代を過ごした新潟で、私は
今、地域活性化モデルとして活動して
います。新潟には、優れた技術を持つ
企業や、素晴らしい名所がたくさんあり
ますが、十分に知られていないのが現
状です。そこで、私が所属する新潟ガー
ルズ集団「Lily&Marry’S」のメンバー
が、その場所を訪問したり体験したりし
て、ブログやSNSで発信しています。
　例えば、ある企業が開発したのが、
持ち手をシリコン樹脂で覆い、つかみ
やすさを追求したごみ拾い用のトング。
この企業とコラボしたときには、私たち
のオリジナルカラーのトングを作ってい
ただき、海岸を清掃しました。
　こうした活動をより多くの人に知って
もらうためには、私自身の発信力を高
めなければ――。そう考えて、昨年、世
界的なミスコンテスト「ミス・アース」に
出場しました。大会のコンセプトは、環
境問題に対して意識の高い女性を育て
ること。幼いころから自然に親しみ、こ
の仕事を始めるまでは理科の先生を志
していた私。思いは人一倍強い自信が

ありました。正直、緊張であまり覚えて
いないのですが、最後のスピーチでは
その熱意を伝えた結果、日本代表の座
をつかむことができました。
　その後、３週間にわたりオーストリア
で開かれた世界大会では、毎日が刺激
的でした。80カ国以上から集まった出
場者は、みんな私と同世代なのに、環
境問題はもちろん、世界の出来事や政
治に対する意識がとにかく高いので
す。各国の環境問題について考えるワ
ークショップに参加した経験は、日本と
の違いを知る機会となりましたし、何か
私にもできる形で世界の問題に関わっ
ていきたいという気持ちが、ふつふつと
芽生えました。
　今は、シリア難民やパリ同時多発テ
ロなど、世界で問題となっている出来事
の背景を調べることから始めていま
す。今年１月には、新潟県内の大学に声
を掛けていただき、ドイツ国際平和村
で理科の楽しさを伝えるプロジェクトに
も参加しました。つらい境遇なのに自然
と助け合う子どもたちを見て、胸が熱く

なりました。昨年、豪雨被害を受けた
茨城県常総市で支援活動を行った際、
ある住民の方が「もっと現状を知って
ほしい」と話していました。私にできる
のは、人とつながり、自分が見た、感じ
たものを“発信”すること。それは日本
でも世界でも同じだと感じました。
　もちろん、地域活性化の活動にも、
ますます力を入れるつもりです。ミス・
アース出場をきっかけに、出身地の群馬
でも仕事の機会が増え、群馬に同じよ
うなチームを作りたいと熱望する女性と
も知り合いました。早速、その実現に向
けて動き出していて、今からワクワクし
ています。これからも人とのつながりを
大切に、新潟、群馬、そして日本の良さ
を発信していきます。

私の つながる、そして発信する

ミス・アースジャパン2015、地域活性化モデル   山田 彩乃

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

PROFILE 
1991年群馬県出身。新潟大学教育学部卒業。
「日本カワイイ博in新潟2012」の準グランプリを
きっかけに、新潟ガールズ集団「Lily&Marry’S」
に参加。地域活性化モデルとして活動を始める。
昨年の「ミス・アースジャパン2015」ではグランプリ
を獲得。現在、したみちオフィス株式会社芸能事
業部代表、「Lily&Marry’S」副代表などを務める。

YAMADA Ayano
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